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“かかし村
”へおいで

よ！

市政だより
人が輝き 活力あふれる 日本の宝島“天草”

主な内容

●施政方針
●市の主な取り組みを紹介！
●平成28年度予算

　５月８日㊐まで、宮地岳町の豆木場自治公民館前の広
場で、恒例の「宮地岳かかし村」が開かれています。今
回は約280体のかかしを展示。皆さん、ぜひご覧ください。
詳細は、宮地岳地区コミュニティセンター☎㉘0001へ。



【
産
業
経
済
部
門
】

「
創
造
性
豊
か
な

　
　
　
　
　
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

平成28年度 施政方針
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〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
就

業
人
口
の
減
少
や
T
P
P
に
対
す
る
早

期
対
策
と
し
て
、「
担
い
手
育
成
」と「
後

継
者
確
保
」、
そ
し
て
「
生
産
体
制
の

基
盤
強
化
」
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
育
成
」「
後
継
者
確

保
」
と
し
て
は
、
き
め
こ
ま
や
か
に
新

規
就
農
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

後
継
者
が
不
在
と
な
る
農
家
に
は
就
農

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
移

譲
を
含
め
た
持
続
可
能
な
農
家
経
営
を

目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
生
産
体
制
の
基
盤
強
化
」

と
し
て
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

推
進
し
、
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集

約
や
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
を
進

め
、
継
続
可
能
な
地
域
農
業
を
推
進
し

て
い
く
一
方
、
次
世
代
型
の
高
生
産
性

施
設
園
芸
の
推
進
に
よ
り
、
企
業
の
農

業
参
入
、
雇
用
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
を

進
め
、
農
業
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
農

業
機
械
の
導
入
、
農
業
施
設
の
機
能
診

断
に
基
づ
く
計
画
的
な
長
寿
命
化
を
推

進
し
、
耕
作
放
棄
地
化
や
有
害
鳥
獣
被

害
か
ら
地
域
の
農
業
と
農
地
を
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
幼
獣
を
失
っ
た
母
親
イ
ノ
シ

シ
は
、
秋
に
再
度
出
産
し
、
生
息
数
減

少
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

た
め
、
幼
獣
捕
獲
の
報
奨
金
を
引
き
下

げ
、
そ
の
分
、
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
安
心・安
全
」「
高
品
質
」な
農

畜
産
物
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、

国
の「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」を
活

用
し
、
低
コ
ス
ト
型
屋
根
掛
け
ハ
ウ
ス

の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
う
な
ど
、

ハ
ウ
ス
施
設
の
整
備
に
よ
る
樹
上
完
熟

不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
天
草
黒
牛
や

天
草
オ
リ
ー
ブ
な
ど
に
つ
い
て
も
産
地

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
有

機
、
減
農
薬
栽
培
を
志
向
す
る
農
家
グ

ル
ー
プ
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
と
れ
た
て
市
場
な
ど
地
元

直
売
所
へ
の
支
援
に
よ
る
地
域
内
自
給

率
の
向
上
や
、
天
草
宝
島
物
産
公
社
と

連
携
し
た
直
販
体
制
に
よ
る
、
農
畜
産

物
の
売
り
上
げ
向
上
、
消
費
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
持
続
可

能
な
森
林
経
営
に
よ
り
、
適
正
に
管
理

さ
れ
た
森
林
の
利
用
と
保
護
を
目
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
産
材
を
利
用
し
た
新
築
・

増
改
築
に
対
す
る
「
天
草
産
材
利
用
促

進
事
業
補
助
金
」
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
を

促
す
と
と
も
に
、
公
共
事
業
な
ど
に
お

い
て
も
、（
仮
称
）本
渡
東
小
学
校
の
２

階
部
分
を
木
造
の
構
造
と
し
、
天
草
産

材
を
活
用
す
る
な
ど
、
天
草
産
材
の
利

用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
林
業
関
連
団
体
と
連
携

し
、
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た
製
品
の

開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構
築
を
支

援
し
、
天
草
産
材
の
需
要
拡
大
に
よ
る

林
業
の
活
性
化
と
関
連
産
業
の
雇
用
促

進
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
を
目
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
稚
魚

放
流
や
漁
場
整
備
で
水
産
資
源
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
つ
き
い
そ
」
の
設
置
や
有

害
生
物
駆
除
等
に
取
り
組
み
、
藻
場
の

再
生・整
備
を
行
う
こ
と
で
、水
産
資
源

の
維
持・回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
収
益
性
の
高
い
マ
ガ
キ
、
ヒ

ト
エ
グ
サ
等
の
養
殖
事
業
を
推
進
し
、

漁
業
経
営
の
安
定
と
漁
業
所
得
の
向
上

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
協
直
売
所
や
福
岡
都
市
圏

等
で
の
P
R
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
学
校
給
食
へ
食
材
の
提
供
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
消
費
拡
大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、
県
や

漁
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
規
就
漁
者

支
援
制
度
に
よ
る
支
援
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
５
地
域
で
漁
業
所
得

の
向
上
を
目
ざ
し
て
策
定
し
た
「
浜
の

活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
き

桟
橋
等
の
施
設
整
備
を
計
画
的
に
実
施

し
、
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
と

し
て
、
機
能
保
全
計
画
を
順
次
策
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
、
特
に
小
規
模
事

業
者
の
仕
事
づ
く
り
と
市
民
の
住
環
境

整
備
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
商
品

券
に
よ
る
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地

元
消
費
を
促
し
、
地
元
事
業
者
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
商
店
街
等
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
店
に

対
す
る
支
援
を
行
う
一
方
、
中
心
商
店

街
の
空
き
店
舗
の
状
況
を
調
査
し
、
移

住
定
住
も
含
め
た
起
業
創
業
の
拠
点
な

ど
、
空
き
店
舗
の
活
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
陶
磁
器
の
島
と
し
て
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
例
年
約
３
万
人
が

集
ま
る
「
天
草
大
陶
磁
器
展
」
を
開
催

し
て
天
草
陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
天

草
内
外
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育
成

の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら
び

に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の
展

示
会
へ
の
出
展
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
起
業

創
業
・
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ア

マ
ビ
ズ
）」
と
、
引
き
続
い
て
本
渡
・

牛
深
両
商
工
会
議
所
、天
草
市
商
工
会
、

天
草
信
用
金
庫
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る

地
場
事
業
者
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
や
起

業
創
業
な
ど
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
基
金
」
を
活
用
し
、
新
た
な
事

業
展
開
に
取
り
組
む
地
場
事
業
者
や
起

業
家
を
支
援
し
、
雇
用
創
出
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次

産
業
化
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び

つ
く
こ
と
か
ら
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
人
や
団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
天
草
産
品
の
情

報
発
信
や
受
注
発
注
窓
口
の
一
元
化
を

図
り
な
が
ら
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
販

路
開
拓
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
福

岡
都
市
圏
に
お
け
る
販
路
拡
大
や
、
天

草
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
常
時
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
合
志
市
の
「
ふ
る
さ

と
名
物
こ
う
し
マ
ル
シ
ェ
」
で
の
天
草

産
品
の
委
託
販
売
な
ど
、引
き
続
い
て
、

天
草
宝
島
物
産
公
社
と
の
連
携
を
強
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　２月22日から３月18日まで開かれた第１回市議会定例会の冒頭で、
中村市長が市政運営の方向性を示す「平成28年度施政方針」を表明しました。

　方針の主な内容をお知らせします。

平成28年度 施政方針
“ふるさと”天草市を

創るために
つく
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←

し
ょ
う
へ
い



【
観
光
・
文
化
部
門
】

「
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い

　  
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」

【
地
域
振
興
・
教
育
部
門
】

「
人
が
輝
く

　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

45

▲﨑津集落

〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
天
草
五

橋
開
通
50
周
年
な
ら
び
に
雲
仙
天
草
国

立
公
園
指
定
60
周
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
好
機
を
最
大
限

に
い
か
す
た
め
、
天
草
の
多
彩
な
魅
力

の
情
報
発
信
や
観
光
客
誘
致
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
熊
本
県
や

上
天
草
市
、
苓
北
町
と
連
携
し
な
が
ら

「
ビ
ジ
ッ
ト
天
草
」
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
と
隣
接

す
る
立
地
を
い
か
し
、
長
崎
の
教
会
群

と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
を
め
ぐ
る
長

崎
・
天
草
・
鹿
児
島
を
結
ぶ
ル
ー
ト
や
、

熊
本
県
内
の
自
治
体
に
よ
る
横
軸
連
携

ル
ー
ト
な
ど
を
構
築
し
、
天
草
な
ら
で

は
の
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
を
行
う

と
と
も
に
、
島
内
の
２
次
ア
ク
セ
ス
の

充
実
を
図
り
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
天
草
な
ら
で
は
の
魅
力
あ

る
地
域
資
源
で
あ
る
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
豊
か
な
食
文
化
、「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
を
活
用
し
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
年
間
を

通
し
た
多
彩
な
観
光
商
品
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
島
民
の
あ
た
た
か
い
お
も

て
な
し
の
心
で
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
つ
き
ま
し
て

は
、
多
言
語
表
示
な
ど
の
基
盤
整
備
を

図
り
な
が
ら
、
国
や
県
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

事
業
内
容
の
見
直
し
や
自
主
財
源
の
確

保
を
促
し
な
が
ら
、
第
２
種
旅
行
業
の

取
得
や
着
地
型
旅
行
商
品
等
の
造
成
な

ど
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
効
果
的
な
観

光
事
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
イ

コ
モ
ス
の
中
間
報
告
に
お
い
て
、「
禁

教
の
歴
史
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史

こ
そ
が
、
世
界
に
類
を
見
な
い
普
遍
的

な
価
値
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た

が
、「
﨑
津
集
落
」
が
こ
の
「
禁
教
期
」

の
中
心
的
な
遺
産
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
体

制
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で

あ
る
﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
等

の
保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
第
一
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、﨑
津
集
落
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
や
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

サ
テ
ラ
イ
ト
の
施
設
整
備
、
世
界
遺
産

ガ
イ
ド
の
育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観

マ
ナ
ー
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
認
知
度
向
上
の
た
め
、
天
草

島
内
外
へ
の
P
R
に
努
め
な
が
ら
、
よ

り
質
の
高
い
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
ざ
し
、

上
天
草
市
な
ら
び
に
苓
北
町
と
連
携
を

図
り
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
整
備
、
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
開
発
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
能
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
地

域
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
、
御
所
浦

エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
所
浦
白

亜
紀
資
料
館
を
中
心
と
し
た
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
、

そ
の
取
り
組
み
を
天
草
全
域
へ
拡
大
・

浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
同
資
料

館
の
整
備
に
向
け
、
地
元
と
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
人
を

育
み　
人
が
輝
き　
歴
史
薫
る　
天
草

文
化
の
創
造
」
を
基
本
理
念
に
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性

を
育
む
た
め
、
陶
芸
教
室
や
郷
土
学
習

等
、
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
充
実

し
、
文
化
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
や
あ
ま
く
さ

寄
席
な
ど
芸
術
文
化
鑑
賞
機
会
の
提
供

に
努
め
、
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
遺
跡
の
公
開
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
文
化
財
の

保
存
お
よ
び
活
用
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
後
世
へ
の
継
承
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）天
草
市
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー

の
施
設
整
備
を
は
じ
め
、
既
存
施
設
の

情
報
発
信
や
誘
導
案
内
、
休
憩
機
能
な

ど
の
機
能
充
実
、
観
光
ト
イ
レ
の
高
機

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
」
に
よ

り
支
援
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
等
へ

の
支
援
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
計

画
」に
基
づ
く
地
域
の
個
性
を
い
か
し
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
む
先
進
的
事
業
に
つ
い
て
も
、「
ま

域
の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
集
ま
り
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
地
域
に
よ
る
自
主
的
な

管
理
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設

の
活
用・充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

N
P
O
等
の
市
民
活
動
団
体
が
、
新
し

い
公
共
の
担
い
手
や
協
働
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
N
P
O
等

の
抱
え
る
課
題
解
決
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
向
け
た
支
援
な
ど
、
市
民
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
基

礎
的
、
基
本
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得

さ
せ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
な
ど
の
い
っ
そ
う
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
徳
教
育
や
人
権
教
育
を
推

進
し
、
思
い
や
り
の
心
や
規
範
意
識
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
必
要
と

さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

を
養
う
た
め
、平
成
28
年
度
か
ら
、市
内

す
べ
て
の
小
学
校
に
お
い
て
「
英
会
話

科
」の
授
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
保
育
時
間
を
午
後
２
時

ま
で
と
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
保
育
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

中
で
適
切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、（
仮
称
）本
渡
東
小
学
校
・

（
仮
称
）有
明
小
学
校
の
校
舎
や
体
育
館

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
の
危
険
か
所
・
老

朽
か
所
の
修
繕
・
改
修
工
事
を
計
画
的

に
実
施
し
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
を
平
成
28
年
４
月
か
ら
牛
深
・

御
所
浦
・
五
和
給
食
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
渡
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
保
健
医
療
に
貢
献
で
き
る
看
護

師
を
育
成
す
る
た
め
に
、
看
護
教
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
臨
地
に
お
け

る
研
修
の
実
施
や
、
施
設
の
維
持
補
修

な
ど
の
良
好
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

能
化
を
進
め
、
観
光
客
の
利
便
性
や
回

遊
性
の
向
上
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
な
整
備
改
修
を
進
め
、
施
設
の
管

理
運
営
業
務
を
見
直
し
て
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
実
施
な
ど
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、管
理
経
費
の
節
減
、

運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」に

よ
る
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

と
確
保
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な

ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
地

←
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【
保
健
・
医
療
・
福
祉
部
門
】

「
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

　
　
　
　
　
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
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▲姉妹都市エンシニタス市との交流

〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
だ

れ
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
各
地
区
公
民
館
を
中
心

に
、
多
様
な
学
習
の
機
会
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
教
育
の
支
援
や
社
会
教

育
関
係
団
体
の
活
動
支
援
を
通
し
て
、

家
庭
、
地
域
の
教
育
力
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

本
渡
地
区
公
民
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
の
、
効
率

的
で
利
便
性
の
高
い
複
合
施
設
と
し

て
、
旧
本
渡
中
学
校
跡
地
へ
の
建
設
を

目
ざ
し
、
基
本
設
計
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
誰

も
が〝
す
る
人
〞〝
観
る
人
〞〝
携
わ
る
人
〞

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
楽
し
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
〝
天
草
〞
を

目
ざ
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
天
草
市

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
が
主
体
と
な
っ

て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な

る
、
天
草
宝
島
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

誘
致
な
ど
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
ざ
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
に
法
人
化
す
る
天
草

市
体
育
協
会
に
対
し
て
は
、
自
立
し
た

組
織
運
営
と
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
の
業
務
受
託
等
に
向
け
て
、
さ
ら

に
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
老
朽
化
の
進
む
社
会
体
育

施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
維
持
改

修
を
進
め
、
利
用
者
に
安
全
で
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
施
設
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
、
京
都
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
起
業
塾
の
開
催
、
熊
本
県
立
大
学
や

熊
本
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
研
究
な
ど
、
６
つ
の

大
学
と
協
定
を
締
結
し
、
大
学
等
が
持

つ
人
的
・
知
的
資
源
を
活
用
し
た
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
中
で
、
共
に
学
ぶ
機

会
の
創
出
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
い
か
し
た
事
業
の
展
開

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
の
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国

忠
清
大
学
校
を
中
心
と
し
て
、
外
国
の

か
た
と
の
交
流
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
自
主
的
な
国
際
交
流
活

動
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
今
後
増
加

す
る
外
国
人
の
居
住
者
や
来
訪
者
に
と

っ
て
、住
み
や
す
い
、過
ご
し
や
す
い
地

域
と
な
る
よ
う
多
文
化
共
生
の
意
識
啓

発
を
含
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
移
住
相

談
会
」
や
、「
住
ま
い
」「
し
ご
と
」「
あ

ま
く
さ
暮
ら
し
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
開
催
す

る
と
と
も
に
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

の
充
実
、「
定
住
促
進
奨
励
金
」や「
空
き

家
活
用
事
業
補
助
金
」の
活
用
の
ほ
か
、

関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い
る
移

住
希
望
者
や
地
場
産
業
が
求
め
る
人
材

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
移
住
・
定
住
促
進
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
、
移
住
者

お
よ
び
移
住
希
望
者
に
対
す
る
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
28
年
度
は
さ
ら
に
１
名
増
員
し
、
き

め
こ
ま
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
ぽ

ぽ
ら
す
」
を
拠
点
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や

研
修
な
ど
を
実
施
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
け
ん
引
す
る
人
材
の
発
掘
、
確

保
、育
成
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
、
家
庭

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
啓
発
活
動

を
実
施
し
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
理
解
や
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
役
所
に
お
い

　
健
康
福
祉
関
係
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
ご
高
齢
の
か
た
ま
で
、
ま
た
、
障
が

い
や
認
知
症
の
あ
る
か
た
、
そ
の
ご
家

族
に
と
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
や
さ
し
い
ま
ち
」

で
あ
る
た
め
に
、医
療・介
護・住
ま
い
・

生
活
支
援
や
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
「
天
草
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
を
目
ざ
し
て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
健

康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か
ら
重
症

化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
等
の
個
人
負
担
の

割
合
を
見
直
し
、
受
診
者
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
日
本
一
の
健
康
寿
命
都
市
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
や
関
係
機
関
等
と

連
携
し
た
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
増
進
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
拡
充
を
図

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
運
動
を
習
慣
化

し
て
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
日
本
一
を

目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

医
療
体
制
の
整
備
の
た
め
に
、
医
師
会

や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ

ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
、
看
護
師
等

の
確
保
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
、
産
婦
人
科
お
よ
び

小
児
科
の
診
療
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に
対
し
て
財

政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医
療
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
、
医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
存
立
す
る

地
域
内
に
お
け
る
医
療
需
要
と
医
療
提

供
の
あ
り
か
た
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

熊
本
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療
構
想
の

中
で
、
今
後
の
市
立
病
院
の
役
割
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
に
対
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
市
と
天
草
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ

り
、
地
域
支
援
者
や
事
業
所
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
活
動
か

ら
認
知
症
高
齢
者
等
の
徘
徊
や
、
急
病

者
の
い
ち
早
い
発
見
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
い
っ
そ
う
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
市

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
で
共
に
支
え
合
う
支
援
体
制

の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」
に
伴
う
、
自
立
相
談
支
援
事
業
、

就
労
準
備
支
援
事
業
な
ら
び
に
家
計
相

談
支
援
事
業
の
３
事
業
を
本
年
度
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お
り
ま

す
が
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支

援
策
の
強
化
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
原

理
と
原
則
を
踏
ま
え
「
真
に
必
要
な
人

に
必
要
な
保
護
」
を
念
頭
に
お
き
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
適
正
実
施
と
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体

制
で
あ
る
総
合
事
業
の
実
施
に
向
け

て
、医
療
と
介
護
の
連
携
や
生
活
支
援
、

介
護
予
防
を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
の
関

係
機
関
と
の
協
議
や
連
携
を
深
め
、
高 ←

←
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“ふるさと”天草市を創るために

て
は
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

を
、
平
成
27
年
度
の
16
・
６
％
か
ら
、

平
成
31
年
度
ま
で
に
20
％
以
上
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
を

築
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
と
機
会
を

通
じ
て
県
や
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
人
権
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

平成28年度 施政方針



【
生
活
環
境
・
防
犯
防
災
部
門
】

「
環
境
と
共
生
し
た

　
　
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

【
都
市
基
盤
整
備
部
門
】

「
暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
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▲認知症サポーターの証である“オレンジリング”

▲消防団員による消火栓の点検

〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

齢
者
に
必
要
な
支
援
が
切
れ
目
な
く
提

供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
民

間
に
よ
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
２
か
所
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
認
知

症
予
防
や
早
期
受
診
を
図
る
と
と
も

に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等

を
実
施
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
や
見
守
り
体
制
の
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
近
年
、
認
知
症
の
か
た
が
行
方

不
明
に
な
る
事
例
が
増
え
て
お
り
、
地

域
を
あ
げ
た
体
制
づ
く
り
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
か

た
が
た
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
社
会
参
加
推
進
の
た
め
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
や
福
祉
バ
ス
の
外
出
支
援
事
業

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

病
院
受
診
や
趣
味
活
動
の
継
続
な
ど
、

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、
美
化
活

動
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
分
別

収
集
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
関
連
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
、

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
太
田
町
水
の
平
線
、
市
道
亀
川
馬

場
線
な
ど
、
効
果
的
な
都
市
計
画
道
路

の
整
備
と
と
も
に
、
適
正
な
規
制
・
誘

導
に
よ
り
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
促

し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
良
好
な
地

域
景
観
の
形
成
や
景
観
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
交
流
・
い
こ
い
の
場

で
あ
る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
（
本
渡
道

路
）
の
早
期
完
了
や
国
・
県
道
の
整
備

促
進
、
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
の
実

現
の
た
め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な

要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
拠
点
ア
ク
セ
ス
等
の
向

上
を
図
る
、
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想

の
推
進
や
通
学
路
危
険
か
所
の
解
消
、

道
路
施
設
の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
港

湾
施
設
等
の
計
画
的
な
維
持
補
修
を
行

い
、
安
心
安
全
な
社
会
の
実
現
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
営

住
宅
で
は
、
高
齢
者
等
に
も
安
心
で
快

適
な
住
空
間
を
長
く
提
供
す
る
た
め
、

安
全
性
の
確
保
、
居
住
性
の
向
上
、
福

祉
対
応
な
ど
を
目
的
に
、
計
画
的
な
改

修
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
民
間
事
業
者
の
能
力
を
活
用

し
、
よ
り
適
正
か
つ
効
率
的
な
市
営
住

宅
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
７
月
か
ら
市
営
住
宅
を
指
定

管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、「
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
相
談
支
援
事
業
、
能
力
や
適

性
に
応
じ
た
就
労
支
援
、
療
育
体
制
事

業
の
推
進
、
福
祉
施
設
の
製
品
販
売
会

等
の
開
催
に
よ
る
市
民
と
の
交
流
支
援

な
ど
、
社
会
参
加
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
汚
泥
再
生

処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
当

初
計
画
の
と
お
り
平
成
29
年
４
月
の
供

用
開
始
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
危
険
家
屋
除
去
促
進
の
た

め
の
補
助
金
を
活
用
し
、
引
き
続
き
老

朽
危
険
家
屋
の
解
体
撤
去
を
促
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
改
修
が
必
要
な
テ

レ
ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改

修
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
の
早
期
完
成
を

目
ざ
し
、迅
速
か
つ
正
確
な
災
害
予
報
、

情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、
災

害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
全
国
各
地

で
予
期
せ
ぬ
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相

次
い
で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年
実

施
し
た
一
斉
避
難
訓
練
の
反
省
を
い
か

し
た
防
災
体
制
の
見
直
し
や
充
実
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
消
防
団
員
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
の

整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要
な
消
防
施

設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
交
通
安
全
や
防
犯
に
対
す
る
意
識
の

啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
犯
組

織
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

←

←
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“ふるさと”天草市を創るために

小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
や
教
育
の
提

供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
充
実
、
要
保
護
・
要
支
援
児
童
等
や

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
支
援
や
経

済
的
支
援
等
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
施
策
や
事
業
を
計
画
的
に
推

進
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
に
お
け
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
特
定

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
加
え
て
、
一
般

不
妊
治
療
の
人
工
授
精
に
か
か
る
費
用

等
の
助
成
を
行
い
、
不
妊
に
悩
ま
れ
て

い
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
、
妊
産
婦
の
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
庭
が
、
一
時
的
に
炊
事
・

洗
濯
な
ど
の
家
事
の
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
日
常
生
活
支
援
事
業
を
実
施

し
、
産
み
・
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、「
民
営

化
等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
民
間
保

育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
保
育
環
境
の
整
備
等
を
行
う
た
め
、

引
き
続
き
民
営
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
は
、
民
営
化
予
定
の

５
か
所
で
合
同
保
育
を
実
施
し
、
新
た

に
５
か
所
で
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
も

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談

体
制
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
消
費
者
被
害
の
防
止
を
図
る
た

め
、
学
校
や
地
域
、
関
係
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成28年度 施政方針



【
総
務
・
企
画
部
門
】

「
持
続
可
能
な

　
　
行
政
経
営
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
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民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
の
一
部

を
助
成
し
、
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
既
存
建
物
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
を
推
進
し
、
安
心
・
安
全
で
、
誰

も
が
使
い
や
す
い
建
築
物
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
施
設

更
新
事
業
と
長
寿
命
化
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
老
朽
管
の

計
画
的
な
更
新
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
災
害
に
強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
耐
震
型
の
水
道
管
を
敷
設

す
る
更
新
事
業
を
進
め
、
有
収
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は
、
簡
易
水

道
事
業
を
上
水
道
事
業
会
計
に
統
合
い

た
し
ま
す
。
今
後
は
経
営
の
効
率
化
の

た
め
に
、
施
設
の
一
体
的
な
整
備
な
ど

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
未
普
及
地
域
に
つ
い
て
は
、
安

定
的
な
飲
料
水
確
保
の
施
策
と
し
て
、

小
規
模
水
道
施
設
補
助
金
に
よ
り
暮
ら

し
の
水
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
処
理
区
域
内
末

端
の
未
整
備
区
域
の
解
消
に
加
え
、
接

続
啓
発
を
図
り
、
汚
水
処
理
人
口
の
増

加
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
事

業
を
行
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
各
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
本
年
４
月
か
ら
の
企
業
会

計
移
行
に
伴
い
、
さ
ら
な
る
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
の
再
編
に
つ
い
て
、
生

活
圏
・
行
動
に
合
わ
せ
た
見
直
し
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
維

持
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な
い
交

通
不
便
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、「
天

草
市
公
共
交
通
連
携
計
画
」に
基
づ
き
、

支
所
単
位
で
の
交
通
事
業
者
、
住
民
等

で
構
成
す
る
場
で
、
各
地
域
に
お
け
る

交
通
資
源
の
有
効
活
用
等
の
検
討
を
行

い
、
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

陸
上
交
通
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
御
所
浦
地
域
に
つ
い
て
は
、
架
橋
事

業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ
ま
の

移
動
に
係
る
経
費
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
運
賃
の
お
お
む
ね
３
割
を
割
り
引

き
す
る
「
定
期
航
路
運
賃
割
引
事
業
」

等
、
熊
本
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ

ー
航
路
の
維
持
に
向
け
、
運
航
対
策
支

援
や
利
用
促
進
を
図
り
、
海
上
交
通
体

制
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る
天
草

エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振
興
は

も
と
よ
り
、
福
岡
な
ど
か
ら
通
勤
す
る

医
師
等
の
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
航
空
路
の
維
持
の
た
め
に
は
、
安
全

で
安
定
し
た
運
航
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
。
今
月
就
航
を
開
始
し
た
A
T
R
42

‐
６
０
０
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
利
用
促
進
に
も
よ
り
い
っ
そ

う
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
地
域
情
報
の
発
信
元
と
し
て
、
防
災

行
政
無
線
の
設
備
を
有
効
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
の
整
備
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
よ
り
早
く
、
よ
り
広
く
、
地

域
に
密
着
し
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
の
補
完
的

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
通
信
方
法
や
情
報
端
末
な
ど

の
高
度
化
お
よ
び
多
様
化
の
中
で
、
情

報
化
社
会
に
お
け
る
基
盤
の
強
化
な
ら

び
に
利
活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
７
月
以
降
に
予
定
さ

れ
て
い
る
全
国
連
携
に
向
け
て
シ
ス
テ

ム
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
計
画
的
な
機
器
の
更
新
を

行
い
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運
用
を
図
る

と
と
も
に
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ

ら
な
る
活
用
を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
行
政
の
効
率
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
の

健
全
化
の
た
め
に
、
歳
出
の
抜
本
的
な

見
直
し
と
必
要
な
財
源
の
確
保
な
ど
、

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
基
づ
く

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
健

全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
負
担
を
軽
減

し
、
未
来
に
向
け
た
必
要
な
投
資
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定

中
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全
性
、
利
便
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
維
持
管

理
に
よ
る
長
寿
命
化
や
再
配
置
お
よ
び

廃
止
等
を
行
い
、
市
有
財
産
の
有
効
活

用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
慶
應
義
塾
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、
総
合
計
画
を
核
と

し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ
ス

テ
ム
化
を
推
進
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
確
立
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織
の
活
性
化

を
図
り
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
わ
か
り

や
す
く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ

機
動
的
に
活
動
で
き
る
組
織
体
制
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
身
近
な
問
題
、
要
望

等
の
う
ち
、
支
所
で
解
決
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
支
所
に
お
い
て
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
支
所
ご
と
に
重

点
事
業
を
決
定
す
る
よ
う
に
し
、
予
算

面
で
は
支
所
の
要
望
対
応
事
業
や
管
内

施
設
の
簡
易
な
修
繕
等
の
維
持
管
理
経

費
を
予
算
計
上
し
、
さ
ら
に
は
、
本
庁

支
所
間
の
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
支
所
機
能

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
に

対
し
、
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
支
所
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
検
証
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な

人
員
の
確
保
と
、
年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、「
定
員
適
正

化
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
枠
組
み
や
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

柔
軟
な
発
想
で
職
務
に
取
り
組
む
職
員

を
育
て
る
た
め
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
・
能
力
開
発
を
推
進
し
、

市
民
目
線
で「
問
題
意
識
」と「
責
任
感
」

を
持
ち
、
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な

市
民
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
挑
戦
し
対
応

で
き
る
職
員
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
豊
富
な
経

験
や
幅
広
い
知
識
を
持
つ
人
材
や
、
専

門
分
野
に
精
通
し
た
職
員
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
政
へ
の
市
民

参
画
に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
、
市
民

参
画
に
対
す
る
、
職
員
お
よ
び
市
民
の

皆
さ
ま
の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
修

正
し
ま
し
た
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を

基
に
、
新
た
な
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
お
い
て
設
計
者
を
選
定
い
た
し

ま
し
た
。
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
会
期

中
に
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
市

政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

ご
報
告
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
こ
の
基
本
設
計
を

基
に
、
詳
細
な
設
計
を
行
う
実
施
設
計

へ
と
移
行
し
、
本
体
工
事
着
手
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
建
設
業

界
の
動
向
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
後
の
予
定
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
28
年
度
で
実
施
設
計
を
完

了
し
、
本
体
工
事
を
平
成
29
年
度
と
30

年
度
に
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
お
よ
び

外
構
工
事
を
平
成
31
年
度
に
施
工
し
、

平
成
31
年
度
中
の
竣
工
を
目
ざ
し
て
お

り
ま
す
。

▲ATR42-600

…

“ふるさと”天草市を創るために平成28年度 施政方針
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人
が
輝
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
地
域
振
興
・
教
育
部
門
】

3

歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

【
観
光
・
文
化
部
門
】

2●広域観光の取り組みを推進！
　阿蘇や熊本、宇土半島、長崎
県島原などと連携した広域的な
観光振興を図るほか、天草五橋
開通50周年事業等を天草全域
で行うVISITあまくさ事業など
に取り組みます。　3,435万円

●（仮称）イルカセンターを整備
　市の観光の目玉である「イル
カウォッチング」の拠点施設を、
五和町の二江漁港内につくりま
す。平成29年度末の完成を目
ざして、今年度は実施設計など
を行います。　　　2,575万円

●天草ジオパークの充実！
　ガイドの育成やモデルコース
の開発、各ジオサイトの解説看
板整備などを行います。

1,180万円

●「天草の﨑津集落」
世界遺産登録に向けて！

　平成30年の登録に向けて、
周知啓発や集落内の学術調査な
どを行います。　　1,573万円

●市立資料館で特別展を開催
　「天草の﨑津集落」の世界遺
産登録を推進する特別展を、コ
レジヨ館、ロザリオ館、キリシ
タン館で開催します。キリシタ
ン館では開館50周年記念事業
も行います。　　　　976万円

●中小企業者や個人事業主、起業家を支援！
　「天草市産業振興チャレンジ基金」を活用
し、新たな事業展開に取り組む中小企業者
や個人事業主、起業家を支援します。　

  １億9,109万円

●デコポンの
低コスト型屋根掛けハウス整備を支援

　地域農業再生協議会等が作成する「産地
パワーアップ計画」に位置付けられた農業
者などが行う、デコポンの低コスト型屋根
掛けハウス整備を支援します。   7,846万円

●天草産木材の利用促進
　天草産木材を利用して木造住宅を新築・
増改築した場合に、その建築経費の一部を
助成します。　　　　　　　　  1,000万円

●漁港海岸保全施設の長寿命化
　漁港海岸保全施設の長寿命化を図るため、
施設調査と保全計画書の策定を行います。

　1,000万円

●中小企業合同説明会・就職相談会を開催
　市内の中小企業の魅力を高校生や大学生、
移住者に伝え、市内での就職機会を確保す
ることを目的に、市と苓北町の商工団体、
行政で組織する実行委員会の主催で合同説
明会・就職相談会を開催します。

　　　　   45万円

創
造
性
豊
か
な
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

1
平成28年度 市の主な取り組みを紹介！

平
成
28
年
度

市
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
！

●移住・定住コーディネーターを増員
　市への移住希望者からの相談
を受ける移住・定住コーディ
ネーターを、２人体制にします。
また、都市部での移住相談会な
どを行います。       1,304万円

●すべての小学校で
“英会話授業”を実施

　国際化に対応した人材の育成
を図るため、平成26年度から市
内の２小学校で実施中の“英会
話授業”を、すべての小学校で実
施します。 　　　　 1,205万円

●（仮称）本渡東小学校
　（仮称）有明小学校の建設
　　今年度から校舎・体育館など
の建設が始まります。
（仮称）本渡東小学校４億4,674万円
（仮称）有明小学校　４億4,996万円
※いずれも平成30年４月開校予定。

●天草宝島国際トライアスロン大会の
開催を支援

　地元の競技団体を中心に開催
される「天草宝島国際トライア
スロン大会」の支援を行います。

　　200万円

　

平
成
28
年
度
の
市
の
主
な
取
り
組
み
を
、
７
つ
の
部
門
ご
と
に
設
け
た
政
策
方
針
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
（
金
額
は
予
算
額
で
、
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
）。

【
産
業
経
済
部
門
】

ビジット
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持
続
可
能
な
行
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

【
総
務
・
企
画
部
門
】

7

暮
ら
し
や
す
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り

【
都
市
基
盤
整
備
部
門
】

6
【
生
活
環
境
・
防
犯
防
災
部
門
】

5●本渡中学校跡地に
複合施設を整備

　本渡中学校跡地（浄南町）
に、図書館や保健センター、
市民活動の場を併設する複
合施設を整備します。今年
度は、測量や地質調査など
を行います。　1,877万円

●本庁舎建設の取り組み　
　　今年度は、実施設計を行
います。　　  9,289 万円

※今後のスケジュール 生
き
生
き
と
暮
ら
せ
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

●汚泥再生処理
センター（仮称）の建設

　瀬戸地区に建設中で、今
年度中の完成を目ざしま
す。　　　 ５億6,250万円
（全体事業費は約25億円）

●老朽危険家屋の解体を補助
　市民の安全・安心と生活
環境の保全のため、一定の
条件を満たす老朽危険家屋
等の解体費用などの一部
に、補助金を交付します。

　　 2,000万円

●防災行政無線の整備　
　今年度は、本庁と各支所
に放送設備を整備し、各地
域に屋外スピーカーを設置
します。

９億1,162万円
（全体事業費は約28億円）

交通安全・防犯対策
8,205万円

消防署の管理・運営
13億248万円

ごみ・し尿処理
20億3,761万円

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
部
門
】

4

●蔵之元～牛深フェリー航路　
蔵之元港の可動橋改修を支援

　現在の可動橋は設置後41年が経
過し老朽化が進んでいるため、フェ
リー会社による改修を支援します。

　　　　　2,403万円

●御所浦地域の交通対策
　　御所浦地域の交通対策として、定
期航路の船賃の一部支援などを行い
ます。  　　　　   　　　5,985万円

●コミュニティ FM局の開局に向けて
　市からの情報や観光情報、防災情
報を提供するラジオのコミュニティ
FM局を、平成29年度に開局します。
今年度は、親局・中継局や伝送設備
の設計・整備を行います。

9,120万円
（全体事業費は２億7,000万円）

●熊本天草幹線道路「本渡道路」
周辺整備

　　道路の整備に必要となる土地の購
入や、建物の補償などを行います。
　　　　　　　  　　２億8,602万円

●健康ポイント事業
　日本一の健康寿命都市を目ざし
て、運動などに取り組んだ人に市が
ポイントを付与します。貯まったポ
イントは、地元商店などで使える商
品券と交換できます。  　1,961万円

●人工授精治療に助成　
　不妊に悩まれているご夫婦の経済
的な負担の軽減を図るため、一定の
条件を満たすご夫婦が行う人工授精
治療の経費の一部を助成します。

120万円

●地域密着型特別養護老人ホーム
２カ所を整備

　第６期介護保険事業計画に基づ
き、地域密着型特別養護老人ホーム
２カ所を整備します（公募において
選定した法人により開設されます）。

　   　　　　　２億6,680万円

●高齢者の生活支援コーディネーター
を配置

　市内６カ所の地域包括支援セン
ター内に、高齢者の生活支援をした
い人と受けたい人の仲介などを行う
生活支援コーディネーターを配置し
ます。　　　　   　　　2,406万円

●御所浦診療所・歯科診療所の改修・
修繕、医療機器を整備
　県離島振興補助を活用し、老朽化
した両診療所の改修・修繕をはじめ、
医療機器を整備します。 5,375万円

環
境
と
共
生
し
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

28年度…実施設計
29・30年度…本体工事
31年度…旧庁舎解体
　　　　 外構整備工事

【31年度中の完成を
　　　　　目ざします】

市道の整備・補修
８億3,920万円

河川・港湾の整備
１億3,020万円

平成28年度 市の主な取り組みを紹介！
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一
般
会
計
の
予
算
額
は
５
２

４
・
９
億
円
で
前
年
度
と
比
べ

る
と
約
２・８
億
円（
０・５
％
）

の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

㈱
が
行
う
航
空
機
更
新
事
業
の

終
了
や
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費
の
減
少
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
る
普

通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
な
ど

に
よ
り
、
今
後
の
財
政
運
営
は

い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
す
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。「
第
２
次

天
草
市
総
合
計
画
」
を
推
進
す

る
重
要
な
施
策
や
地
方
創
生
に

向
け
た
取
り
組
み
に
は
、
必
要

な
予
算
を
配
分
し
、
事
業
の
重

点
化
・
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

◆
歳 

入

　
歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
、
市
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る「
自
主
財
源
」と
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
支
出

金
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に
一般会計の歳入歳出と区分して会計処理
をするために設置するものです。
　本市では、国民健康保険や介護保険、
後期高齢者医療などの特別会計を設けて
います。主な特別会計の予算額は右表の
とおりです。

◆企業会計
　企業会計は、商店や会社などの民間企
業と同じように、その事業で得た収入を
もって支出をする独立採算制の会計で、
地方公営企業法により設置しているもの
です。
　本市では、病院事業と水道事業に加え、
平成28年度から下水道事業も企業会計
で処理をします。予算額は右表のとおり
です。

　平成28年度の当初予算が、第１回市議会定例会で決まりました。「第２次天草市総合計画」
に沿って、限られた財源の中で重点的・効率的な配分に努め、予算を編成しています。
　今号では、平成28年度の一般会計予算のほか、特別会計・企業会計の予算を紹介します（金
額と構成比、増減率は表示単位未満を四捨五入しています）。

国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
浄化槽市町村整備推進事業
簡易水道事業
国民健康保険診療施設
歯科診療所
斎 場 事 業

153.5億円
109.4億円
11.9億円
1.5億円
13.9億円
2.2億円
0.6億円
0.9億円

40.6億円
40.6億円
2.2億円
5.6億円
16.0億円
15.0億円
0.3億円
7.7億円
21.1億円
20.2億円
6.8億円
13.9億円

1.7％
1.7％
19.9％
11.7％
11.9％
2.7％

▲16.6％
2.0％
ー
ー
ー
ー

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

□主な特別会計の予算額

□企業会計の予算額

病院事業

水道事業

下水道事業

※▲＝マイナス

予算額 増減率区　　　分

予算額 増減率区　　　分

▲0.9％
2.3％
▲0.5％
▲0.5％
▲1.6％
16.0％
17.4％
▲3.3％

分担金・負担金
5.9億円（1.1％）

使用料・手数料
6.7億円（1.3％）

その他
8.5億円（1.6％）

繰入金
13.2億円
（2.5％）

国庫支出金
64.2億円
（12.2％）

各種交付金
17.7億円
（3.4％）

地方譲与税
4.5億円
（0.9％）

総務費
76.1億円
（14.5％）

　　 　　教育費
　　　40.4億円
   （7.7％）

消防費
28.3億円
（5.4％）

商工費
12.9億円
（2.5％）

議会費
2.7億円
（0.5％）

災害復旧費・
予備費
0.7億円
（0.1％）

□一般会計予算の内訳

市　税
71.7億円
（13.7％）

地方交付税
242.9億円（46.3％）

民生費
176.6億円
（33.6％）

　　　 県支出金
  40.2億円
（7.7％）

土木費
28.3億円
（5.4％）

農林水産業費
29.6億円
（5.6％）

市  債
49.3億円
（9.4％）

 衛生費
59.5億円
（11.3％） 公債費

69.8億円
（13.3％）

　   自主財源
    （20.2％）
  106.1億円

依存財源（79.8％）
　　　　　　　　418.8億円

歳　入

歳　出

※予算額や構成比の合計と
内訳は、表示単位未満を
四捨五入しているため必
ずしも一致しません。

一般会計予算は 　

524.9億円

平成28年度予算

特別会計・企業会計の予算

借
り
入
れ
る
市
債
な
ど
の
「
依

存
財
源
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
自
主
財
源

は
、
１
０
６
・
１
億
円
で
、
歳

入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
20
・

2
％
（
前
年
度
20
・
６
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、依
存
財
源
は
４
１
８
・

８
億
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め

る
割
合
は
79
・
８
％
（
同
79
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳 

出

　
歳
出
は
、
使
わ
れ
る
お
金
の

目
的
に
よ
っ
て
、
民
生
費
や
総

務
費
な
ど
12
項
目
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
今
年
度
の
予
算
で
も
っ

と
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
の
は
民
生
費
（
33
・
６
％
）

で
す
。
民
生
費
と
は
、
お
年
寄

り
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
環
境

の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用

で
す
。

　
こ
れ
に
続
い
て
、
総
務
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、

農
林
水
産
業
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。　

平成28年度 予算

【
一
般
会
計
予
算
の
概
要
】

平成27年度と
比べて

約2.8億円
    （0.5％）
減りました。
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 ■５歳児健診
▶対　象＝健診日の２週間前に個別にお知らせします。
▶持参品＝問診票（未就園児のみ）・母子健康手帳・水筒
日

12
㊍

19
㊍

26
㊍

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・下浦
を除く）、新和、五和、天
草（高浜・大江を除く）
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
本渡（志柿・瀬戸・下浦
を除く）、新和、五和、天
草（高浜・大江を除く）

受付時間

12：30～13：15

12：45～13：15

12：30～13：15

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草東保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

 ■健康相談
▶対　象＝希望者　▶受付時間＝10:00～11:00
▶持参品＝健康手帳・母子健康手帳・バスタオル

場　　　　所

天草中央保健福祉センター、天草東保健福
祉センター、天草支所

天草中央保健福祉センター、いさな館（御所
浦支所の２階）、天草西保健福祉センター
牛深支所、有明保健センター

日

９㊊

23㊊

30㊊

16㊊

□問天草中央保健福祉センター（亀場町）☎㉔0620・㉔3737
　天草東保健福祉センター　（栖本町）☎663355
　天草西保健福祉センター　（河浦町）☎753301健康ごよみ

※参加を希望する人は５月20日㊎までに、電話で天
草中央保健福祉センターへ申し込んでください。

27
㊎

場　所
天草中央保健
福祉センター

内　　容

•子育てのお話、離乳食の
お話

•離乳食のお話
日

 ■５カ月児育児学級
▶対　象＝平成27年12月生まれの子どもと保護者
▶時　間＝9：45～11：30
▶持参品＝母子健康手帳・３～４カ月健診で配布した離
乳食のパンフレット・バスタオル

※参加を希望する人は５月24日㊋までに、電話で天
草西保健福祉センターへ申し込んでください。
※次回の離乳食教室は、７月に実施予定です。

27
㊎

場　所
天草西保健
福祉センター

日

 ■離乳食教室
▶対　象＝５～８カ月の子どもと保護者

 ■１歳６カ月児健診
▶対　象＝平成26年10月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル
日

25
㊌

31
㊋

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
本渡（志柿・瀬戸・下浦
を除く）、新和、五和、天
草（高浜・大江を除く）

受付時間

12：45～13：00

12：30～12：50

場　　所

天草東保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

※本渡（志柿・瀬戸・下浦）・有明・御所浦・倉岳・栖本地区
は、平成26年９～10月生まれが対象です。

※牛深・天草（高浜・大江）・河浦地区の平成26年10～
11月生まれは、６月に実施予定です。

 ■３・４カ月児健診
▶対　象＝平成28年１月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル

 ■７・８カ月児健診
▶対　象＝平成27年９月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル

日

10
㊋

18
㊌

19
㊍

24
㊋

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
牛深（向辺田を含
む）、河浦
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草

受付時間

12：30～12：45

12：45～13：00

13：00～13：15

12：30～12：45

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草東保健福
祉センター

牛深支所

天草中央保健
福祉センター

日

17
㊋

18
㊌
19
㊍

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
牛深（向辺田を含
む）、河浦

受付時間

12：30～12：50

13：00～13：15

13：15～13：30

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草東保健福
祉センター

牛深支所

 ■３歳児健診
▶対　象＝平成25年４月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル・尿
日
12
㊍

19
㊍

対  象  地  区
牛深、天草（高浜・
大江）、河浦
本渡（志柿・瀬戸・下浦
を除く）、新和、五和、天
草（高浜・大江を除く）

受付時間

12：45～13：15

12：30～12：50

場　　所
天草西保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

※牛深・天草（高浜・大江）・河浦地区は平成25年３～４
月生まれが対象です。

※本渡（志柿・瀬戸・下浦）・有明・御所浦・倉岳・栖本地区
の平成25年４～５月生まれは、６月に実施予定です。

※月によっては、翌月の健診対象になることも
あります。通知でご確認ください。

５月

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

で
全
日
程
に
参
加
で
き
、
修
了

後
に
同
推
進
員
と
し
て
活
動
で

き
る
人
。※
受
講
料
無
料
。

日
程　

５
〜
12
月
の
①
天
草
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
渡
・

新
和
・
五
和
地
区
）
…
毎
月
第

２
金
曜
日
②
天
草
東
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
有
明
・
御
所
浦
・

倉
岳
・
栖
本
地
区
）
…
毎
月
第

３
金
曜
日
③
天
草
西
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
牛
深
・
天
草
・
河

浦
地
区
）…
毎
月
第
３
水
曜
日
。

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
同

11
時
30
分
。

定
員　

45
人
程
度
。

申
込
方
法　

５
月
10
日
㊋
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□申
□問
天
草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
㉔
３
７
３
７
／
天
草
東

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
66
３
３

５
５
／
天
草
西
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
75
３
３
０
１

対
象　

各
地
区
自
治
組
織
・Ｐ

Ｔ
Ａ・
地
区
子
ど
も
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
・
婦
人
会
・
青
年
団
な

ど
（
N
P
Ｏ
法
人
は
対
象
外
）

に
よ
る
、
市
の
資
源
物
回
収
と

別
の
日
程
や
場
所
で
行
っ
て
い

る
回
収
活
動
。

報
奨
金　

①
回
収
量
を
も
と
に

算
定
す
る
報
奨
金
…
品
目
別
の

回
収
量
に
次
の
報
奨
金
単
価
を

乗
じ
た
額
（
10
円
未
満
切
り
捨

て
）●
古
紙
類
２
円
／
㎏
●
古

布
類
２
円
／
㎏
●
空
き
缶
類
１

円
／
㎏
●
空
き
ビ
ン
類
１
円
／

本
●
ほ
か
の
資
源
物
１
円
／
㎏

②
実
施
回
数
で
算
定
す
る
報
奨

金
…
年
間
２
回
以
上
実
施
し
た

場
合
で
一
定
の
基
準
を
満
た
す

も
の
（
実
施
回
数
か
ら
１
回
を

引
い
た
回
数
）に
２
、０
０
０
円

を
乗
じ
て
算
出
し
た
額
（
上
限

１
万
円
）。

申
請
方
法　

４
〜
５
月
に
活
動

を
行
う
団
体
は
５
月
31
日
㊋
ま

で
、
６
月
１
日
以
降
に
活
動
を

始
め
る
団
体
は
活
動
前
日
ま
で

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｆ…FAX　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。

問い合わせ先

牛  深☎732111・有  明☎531111
御所浦☎672111・倉  岳☎643111
栖  本☎663111・新  和☎462111
五  和☎321111・天  草☎421111
河  浦☎761111

天草市役所・市庁舎別館☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁くらしの
情報

行
　
政

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の

標
語
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員

  

養
成
教
室
参
加
者
募
集

に
、
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

□申
□問
本
庁
・
環
境
施
設
課
／
各

支
所

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

同
34
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

「
第
二
期
天
草
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
計
画
の
策
定
な

ど
市
の
教
育
に
関
す
る
重
要
事

項
を
調
査
・
審
議
す
る
「
天
草

市
教
育
振
興
審
議
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人
。①
市
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
人
で
、
年
５
回
程

度
の
会
議
（
平
日
昼
間
）
に
出

席
で
き
る
人
②
公
務
員
で
な
い

人
③
市
の
付
属
機
関
の
委
員

（
公
募
委
員
を
含
む
）
を
２
つ

以
上
兼
ね
て
い
な
い
人
。

募
集
人
員　

２
人
。

報
酬　

日
額
６
、０
０
０
円
。

任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間
。

応
募
方
法　

４
月
28
日
㊍
ま
で

に
、
応
募
動
機
を
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と

め
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□郵
□問
〒
８
６
３

－

０
０
４
８

市
内
中
村
町
10

－

８　

市
役
所

本
庁（
別
館
）・
教
育
総
務
課

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
運
動
を
推
進

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
高
校

生
以
上
。

応
募
方
法　

５
月
20
日
㊎
ま
で

に
、
標
語
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

学
生
は
学
校
名
・
学
年
を
記
入

し
た
も
の
を
、
F
A
X
☎
㉓
１

１
９
１
ま
た
は
郵
送
（
ハ
ガ
キ

可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

□郵
□問
〒
８
６
３

－

０
０
４
８

市
内
中
村
町
10

－

８　

市
役
所

本
庁（
別
館
）・
生
涯
学
習
課

市
教
育
振
興
審
議
会
の

　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

牛深支所

内　容 時　間
10：00
　～11：30

資
源
物
回
収
活
動
団
体
に

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
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下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
悪

臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
生
活

環
境
が
良
く
な
り
ま
す
。
側
溝

や
河
川
が
き
れ
い
に
な
り
、
自

然
環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
下
水
道
が
使
え
る

区
域
の
ご
家
庭
で
、
接
続
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
本
庁
・
下
水
道
課
（
本
渡
浄

化
セ
ン
タ
ー
内
）☎
㉓
３
４
９
８

対
象
住
宅　

過
去
に
助
成
を
受

け
て
い
な
い
住
宅
で
、個
人（
生

計
を
同
一
に
す
る
親
族
を
含
む
）

が
所
有
し
居
住
す
る
市
内
の
専

用
住
宅
や
店
舗
併
用
住
宅
、
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
居
住
専

用
部
分
。
市
税
の
滞
納
が
あ
る

世
帯
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
工
事　

屋
根
の
ふ
き
替
え

や
外
壁
の
張
り
替
え
、
浴
槽
の

取
り
替
え
な
ど
住
宅
の
機
能
や

維
持
向
上
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー

ム
で
、
施
工
業
者
（
市
内
に
本

社
、
支
店
、
営
業
所
な
ど
が
あ

る
法
人
や
個
人
で
、
市
内
で
施

工
体
制
が
整
っ
て
い
る
事
業

者
）
に
依
頼
し
て
行
う
税
抜
工

事
額
が
10
万
円
以
上
の
工
事
。

工
事
着
工
は
、
申
請
後
の
交
付

決
定
通
知
日
以
降
で
す
。

申
請
方
法　

工
事
前
に
、
申
請

書
な
ど
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容　

対
象
工
事
費
の
２

割
（
上
限
20
万
円
）
を
商
品
券

と
し
て
交
付
し
ま
す
（
商
品
券

は
７
月
以
降
か
ら
、
完
了
報
告

書
を
提
出
し
た
翌
月
に
住
宅
所

在
地
の
商
工
団
体
で
交
付
）。

商
品
券　

●
市
内
の
取
扱
登
録

店
舗
で
使
用
可
能
（
登
録
店
舗

は
交
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）●
有
効
期
間
は
発
行
日
か

ら
３
カ
月
●
１
枚
１
、０
０
０

円
（
お
釣
り
は
で
ま
せ
ん
）
で
、

対
象
住
宅
所
在
地
管
内
な
ど
で

使
用
で
き
る
「
地
域
限
定
券
」

と
市
内
全
域
で
使
用
で
き
る

「
共
通
券
」
を
半
分
ず
つ
交
付
。

□申
□問
本
庁（
別
館
）・
産
業
政
策

課
・
□申
各
支
所

〔天草市役所・本庁〕〒863-8631　天草市東浜町8番1号

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
接
続
の
お
願
い

燃やせるごみ

資　源　物

燃やせないごみ

燃やせるごみ

資　源　物

資　源　物

燃やせないごみ

燃やせないごみ

燃やせるごみ

□問本庁・環境施設課
※その他の地区は、「家庭ごみ・資源物出し方カレンダー」をご確認ください。

燃やせないごみ

対　象　地　区 変更前 変更後

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

月・木曜日に収集予定の地区

火・金曜日に収集予定の地区

水・土曜日に収集予定の地区

佐伊津町（洲の崎、三軒屋、明瀬、宮口）、旭町
土手、佐伊津町（上在郷、下在
郷、寺の尾、金ヶ丘、松原、堀の
内、元、町、浜洲、ほんどの森）
港町、亀場町（新田）、楠浦町（新田西、
新田中、新田東、舟津１、舟津２・３、舟津
４・５、舟津６、今村、釜、錦島、大友尻）

中山口、内柿、溝端、山の口、半河内、中南、
楠浦町（久保登、上の原、立浦観音、方原）
東浜、西浜、浜津、馬場、浜崎、亀場町（通山、
宇土、春登、後堀、開場、友尻）、枦宇土町
船之尾、東町、上川原、川原新町、上
町、土手、大門口、亀場町（上、恵比曽）

月・木曜日に収集予定の地区

火・金曜日に収集予定の地区

岡東、岡一、岡二、岡三、岡四、
船津、真浦、加世浦、宮崎

宮崎、鬼塚、須口、茂串  
中の浦、大の浦、山の浦、内の原、
浅海、下平、船津、東多々良、中浦

東地区（楠甫、大浦、須子、赤
崎、下津江）
西地区（上津浦、下津浦、小島
子、大島子）

楠甫、下津浦

A地区（大多尾、宮南、宮地浦、
切越、諏訪）
B地区（馬場下、渡ノ浦、平、棒の鶴、馬
場上、切越の一部〔団地前〕、宮地浦の
一部〔浦元宅前〕、中田、碇石、大宮地）

大多尾、宮南、宮地浦、切越、諏訪

大多尾、宮南、宮地浦、切越、諏訪

東地区（御領、鬼池）

西地区（二江、手野、城河原）

西地区（二江、手野、城河原）

燃やせるごみ

燃やせるごみ

資　源　物
対　象　地　区 変更前 変更後

有　
　

明

牛　

深

牛　
　

深

新　
　
　
　

和

五　
　

和

５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍

４月29日㊎
５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍

４月29日㊎

５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍

５月５日㊍
４月29日㊎
５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍
４月29日㊎

５月３日㊋

５月４日㊌

５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍

５月３日㊋

５月４日㊌

５月５日㊍

５月５日㊍
４月29日㊎
５月３日㊋

５月４日㊌

４月28日㊍

５月６日㊎

５月６日㊎

４月28日㊍
５月２日㊊

５月10日㊋

５月６日㊎

４月30日㊏
収集なし
（次は６日㊎）

５月11日㊌

５月６日㊎

５月６日㊎
４月28日㊍
５月２日㊊

５月９日㊊

５月６日㊎
５月２日㊊
収集なし
（次は６日㊎）
収集なし
（次は７日㊏）

５月９日㊊

５月12日㊍

５月13日㊎

５月30日㊊
（次は17日㊋）

４月30日㊏

５月７日㊏

５月６日㊎
４月28日㊍
５月２日㊊

５月10日㊋

ごみ収集日を変更します

保育料のお知らせ
平成28年度

□平成28年度天草市保育所（園）、小規模保育事業所利用負担額（月額） 【単位：円】

【単位：円】

　平成27年度から保育料は、市民税額（所得割など）を
もとに計算しています。市の保育料は、国で定められた
基準額の約58％です。差額分は市が負担しています。

□平成28年度天草市私立幼稚園など（公立は除く）、利用負担額（月額）

児 童 の 世 帯 の 階 層 区 分
標準時間
３歳未満児 ３歳以上児

児童の世帯の階層区分 ３歳以上児

短時間 標準時間 短時間

第１階層

第２階層

第３階層

第４階層

第５階層

第６階層

第７階層

第８階層

表 の 見 方

0

0

5,000

11,000

12,000

17,000

0

0

2,000

10,000

11,000

14,000

18,000

10,800

11,800 

16,800

22,000

30,000

37,000

21,700

29,500 

36,400

※階層区分…４～８月分は
27年度の市民税の区分
で、９月～翌年３月分は
28年度の市民税の区分。
※階層区分の所得割額は、
住宅借入金等特別税額控
除、配当控除、外国税額
控除、寄付金税額控除な
どの適用前の金額です。
※児童の年齢が年度途中で
3歳の誕生日を迎えて
も、年度中は保育料は変
わりません。
※基本保育時間を超える場
合は、延長保育料が必要
です。料金は施設で異な
ります。

3,000

9,000

14,000 13,800

19,000

24,000

27,000

0

0

8,800

18,700

23,600

26,500

●上表の保育料は、１人目の月額です。
●市民税所得割額57,700円以上の世帯（第４階層の一部～第８階層）で、同時に入園している場合の２人目は半額、
３人目以降は無料（※認可外施設は対象外）。第１、２子が18歳未満で、第３子以降の３歳未満児の保育料は無料。
●市民税所得割額57,700円未満の世帯（第２-２階層～第４階層の一部）で、保護者等と生計を同一（監護）にしてい
る子どもなど（年齢制限なし）の最年長から数えて２人目は半額、３人目以降は無料。
●市民税所得割額77,101円未満の母子・父子・障がい者等の世帯（第３-１階層～第４階層の一部）で、保護者等と生
計を同一（監護）にしている子どもなど（年齢制限なし）の最年長から数えて１人目は半額、２人目以降は無料。

●左表の保育料は、１人目の月額です。
●市民税所得割額77,101円以上の世帯（第４～５階層）の
同一世帯において満３歳から小学３年生までの範囲内で、
最年長の子どもから数えて２人目は半額、３人目以降は無
料。
●市民税所得割額77,100円以下の世帯（第２-２、第３-２階
層）で、保護者等と生計を同一（監護）にしている子どもなど
（年齢制限なし）の最年長から数えて２人目は半額、３人目
以降は無料。
●市民税所得割額77,100円以下の母子・父子・障がい者等
の世帯（第３-１階層）で、保護者等と生計を同一（監護）に
している子どもなど（年齢制限なし）の最年長から数えて１
人目は半額、２人目以降は無料。

40,000 39,400 28,000 27,500

47,000 46,200 35,000 34,400

8,000 7,800

生活保護法による被保護世帯など

市民税非課税世帯

市民税非課税世帯

市民税均等割課税世帯
所得割額が48,600円未満
市民税均等割課税
所得割非課税 世帯

市民税所得割額が　48,600円未満

　　　　　 　　48,600円以上
市民税所得割額が　97,000円未満
　　　　　 　　97,000円以上市民税所得割額が　169,000円未満
　　　　　 　　169,000円以上市民税所得割額が　301,000円未満
　　　　　 　　301,000円以上市民税所得割額が　397,000円未満

市民税所得割額が　397,000円以上

第１階層

第２階層

第３階層

第４階層

第５階層

生活保護法による被保護世帯など

市民税非課税世帯

市民税非課税世帯

市民税所得割課税世帯
所得割額が
77,100円以下

市民税所得割額が　77,101円以上　　　　　　　211,200円以下

市民税所得割額が　211,201円以上

（母子・父子世帯
  同居障がい者等）

（母子・父子世帯
  同居障がい者等）

（母子・父子世帯
  同居障がい者等）

（母子・父子世帯
  同居障がい者等）

1

2

1

2

1

2

1

2

3

□問本庁・子育て支援課

　平成28年度から市内の私立幼稚園は、「子ども・子育て支援新制度」（施設型給付）を受けるた
め、保育料はこれまでの各園設定から下表のとおり市で定められた金額になります。
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図書館へ行こう!

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｆ…FAX　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。
【
課
税
明
細
書
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
】

　
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で

土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
に
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
課
税
明
細
書
を
４
月
下
旬

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
27
年
中
に
土
地

の
購
入
や
売
却
、家
屋
の
新
築
・

増
改
築
や
取
り
壊
し
、
相
続
な

ど
で
所
有
す
る
固
定
資
産
に
変

更
が
あ
っ
た
人
は
、
課
税
内
容

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に

送
付
予
定
で
す
。

【
土
地
の
固
定
資
産
税
の

計
算
方
法
に
つ
い
て
】

　
平
成
26
年
度
か
ら
据
置
特
例

の
完
全
廃
止
で
、
負
担
水
準
が

１
０
０
％
未
満
の
住
宅
用
地
で

は
税
額
が
上
が
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
負
担
水
準
が
１
０
０

％
未
満
の
土
地
は
、「
前
年
度

の
課
税
標
準
額
＋
評
価
額
×
住

宅
用
地
特
例
率
×
５
％
」
を
課

税
標
準
額
と
し
ま
す
。
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

※「
負
担
水
準
」
…
個
々
の
土

地
の
課
税
標
準
額
が
評
価
額
に

対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達
し
て

い
る
か
を
示
す
も
の
（
前
年
度

課
税
標
準
額
÷
〔
新
評
価
額
×

住
宅
用
地
特
例
率
〕
×
１
０

０
）。

※
住
宅
用
地
特
例
率
は
、
1/6
ま

た
は
1/3
（
都
市
計
画
税
は
1/3
ま

た
は
2/3
）。

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□問
本
庁
・
課
税
課

参
加
資
格　

18
〜
44
歳
の
市
民
。

日
程　

●
５
・
６
月
の
第
２
・

３
・
４
水
曜
日
と
７
月
の
第
１
・

２
・
３
水
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
〜
同
９
時
●
天
草
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
船
之
尾
町
）。

内
容　
「
カ
ラ
ダ
が
喜
ぶ
家
庭

料
理
」
旬
の
食
材
を
使
っ
た
季

節
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
料
理
の
基

礎
や
コ
ツ
を
学
べ
ま
す
。

参
加
費　

無
料
（
材
料
費
と
し

て
毎
回
５
０
０
円
程
度
必
要
）。

申
込
方
法　

５
月
10
日
㊋
午
後

５
時
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

□申
□問
天
草
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
☎
㉓
４
０
４
９

日
程　

●〔
予
選
〕６
月
25
日
㊏

午
後
１
時
〜
〔
決
勝
〕
同
26
日

㊐
午
前
９
時
〜
●
牛
深
総
合
セ

ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル
。

応
募
資
格　

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

…
中
学
生
以
下
●
青
年
の
部
…

15
〜
39
歳
●
壮
年
の
部
…
40
〜

59
歳
●
実
年
の
部
…
60
〜
69
歳

●
高
年
の
部
…
70
歳
以
上
。

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
４
月
１
日

現
在
で
、
プ
ロ
を
除
く
。

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）。

参
加
料　

２
、０
０
０
円
（
弁

当・お
茶
付
き
）。
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
は
無
料
。

申
込
方
法　

６
月
10
日
㊎
（
必

着
）
ま
で
に
、
申
込
書
と
参
加

料
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

□郵
□申
□問
〒
８
６
３

－

１
９
０
１

市
内
牛
深
町
１
６
０　

牛
深
総

合
セ
ン
タ
ー
内
「
牛
深
ハ
イ
ヤ

節
全
国
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局
」☎
73
４
１
９
１

対
象　

牛
深
ハ
イ
ヤ
節
の
歌
を

習
い
た
い
人
や
覚
え
た
い
人
。

日
程　

●
４
月
23
日
㊏
・
同
24

日
㊐
午
後
１
時
30
分
〜
●
牛
深

総
合
セ
ン
タ
ー
。※
参
加
無
料
。

内
容　

牛
深
ハ
イ
ヤ
節
歌
唱
の

初
心
者
向
け
の
講
習
会
。

□問
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
☎
73
４

１
９
１

対
象　

小
学
生
以
上
。

日
程　

●
４
月
29
日
㊎
〜
５
月

１
日
㊐
、
同
３
日
㊋
〜
同
５
日

㊍
①
午
前
９
時
30
分
〜
②
午
後

１
時
30
分
〜
（
２
時
間
程
度
）

●
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
、
ト

リ
ゴ
ニ
ア
砂
岩
化
石
採
集
場
。

内
容　

化
石
の
学
習
、
化
石
採

集
。
採
集
し
た
化
石
は
鑑
定
を

行
い
ま
す
。※
小
雨
決
行
。

申
込
方
法　

当
日
の
み
①
午
前

９
時
30
分
②
午
後
１
時
30
分
ま

で
に
、
同
館
で
受
け
付
け
。

参
加
料　

お
と
な
２
０
０
円
、

高
校
生
１
５
０
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円
。

※
幼
児
、
市
内
の
小
・
中
学
校

や
高
校
に
通
う
児
童
生
徒
は
無

料
。
ハ
ン
マ
ー
の
レ
ン
タ
ル
無

料
。

□問
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

☎
67
２
３
２
５

日
程　

●
５
月
14
日
〜
６
月
18

日
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時

30
分
〜
同
４
時
（
計
６
回
）●

市
役
所
五
和
支
所
。

講
師　

石
﨑
大
徳
氏
（
熊
本
市

で
彫
刻
店
経
営
）。

参
加
費　

３
、０
０
０
円
。

募
集
定
員　

８
人
（
先
着
順
）。

申
込
方
法　

４
月
28
日
㊍
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□申
□問
御
領
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
☎
32
０
３
２
４

←

←

〔天草市役所・本庁〕〒863-8631　天草市東浜町8番1号

募
　
集

課
税
課
か
ら
お
知
ら
せ

天
草
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

家
庭
料
理
講
座
参
加
者
募
集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　

化
石
教
室
参
加
者
募
集

御
領
石
で
お
地
蔵
さ
ん
を
つ
く
る

「
御
領
石
彫
刻
教
室
」参
加
者
募
集 

だ
い 

と
く

年金生活者等支援臨時福祉給付金
　　　　（高齢者向け給付金）を支給します

あまくさ子ども
　　　 フェスティバル

支給対象　平成27年１月１日現在で市に住民
票があり、平成27年度分の市・県民税（均
等割）が課税されていない人のうち、平成
29年３月31日までに65歳以上になる人（昭
和27年４月１日以前生まれ）。市・県民税（均
等割）が課税されている人の扶養親族や、
生活保護受給者などは対象外。

支給額　１人につき３万円。
申請方法　支給対象者の世帯へ申請書を郵送
しますので、４月25日㊊から８月19日㊎
（土・日曜日、祝日を除く）までに、必要
事項を記入・押印し、次の書類を添えて、

同封の返信用封筒で送付
　または提出してください。
①支給対象者の本人確認書類
　（運転免許証、健康保険証などの写し）
②指定した口座が確認できる書類
　（預貯金通帳の表紙を１枚めくり、氏名
と口座番号が記載されているページの
写し〔昨年度と同じ口座であれば不要
です〕）

支給方法　支給決定後、申請書に記載した
指定口座に５月末から順次振り込みます。

と　き　４月29日㊎午前10時～午後２時。
ところ　天草市民センター。
対　象　中学生以下（幼児は保護者同伴）。
参加料　無料。
内　容　●遊びのコーナー…マジックバル
ーン、皿回し、フラフープ、トランポリン、
輪投げ、的当て、布のトンネル、木工・
伝承遊び、工作など●バザー…焼きそば・
パン・ポップコーン・かき氷・綿菓子な
ど●マルシェ●特別ゲスト…体操の弘道
お兄さん、マウンテンバイクのパフォー
マンスユニットＫ＆Ｄ、くまモン。

□申□問本庁・健康福祉政策課「臨時福祉給付金」窓口／各支所担当窓口□問市社会福祉協議会本渡支所☎㉔0100

「
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
」

　
　

初
心
者
向
け
講
習
会

注意事項
●平成27年１月２日以降に天草市に転入した人は、転入前の各市区町村へ申請してくだ
さい。申請期間などは各市区町村により異なりますので、事前に各市区町村へお尋ねく
ださい。

●「臨時福祉給付金」をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」、市役所や厚生
労働省の職員などをかたった不審な電話がありましたら、本庁・健康福祉政策課または
警察署にご連絡ください。

　図書館では、利用者の増加や最新情報の発
信などを目的に、女性向け雑誌、男性向け雑
誌、ファッション誌、経済誌、若者向け、子
供向けなど、全図書館で年間80タイトル以
上の雑誌を蔵書しています。
　最新号は閲覧のみですが、バックナンバー
は貸し出しが可能です。また、各雑誌の最新
号の裏面にはスポンサー企業から市民の皆さ
んへ向けた情報を掲載しています。
　ぜひ、ご覧ください。

～雑誌コーナーのご案内～

□H http://www.amakusa-lib.jp/
□問中央図書館☎㉓7001、FAX㉓7013

ケイアンドディー

第
16
回
牛
深
ハ
イ
ヤ
節

  

全
国
大
会
出
場
者
募
集



2016 . 4 . 15市政だより 天草   No.241 2425

日
程　

●
４
月
23
日
㊏
〜
５
月

１
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
本
町
ふ
る
さ
と
美
術
館
（
旧

本
町
中
学
校
内
）。

内
容　

天
草
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会

員
が
撮
影
し
た
美
人
写
真
の
展

示
。※
入
場
無
料
。

□問
天
草
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
杉
本

さ
ん
☎
０
８
０（
１
７
４
５
）５

１
７
２

日
程　

●
６
月
４
日
㊏
午
後
１

時
30
分
〜
、同
５
時
30
分
〜（
い

ず
れ
も
30
分
前
開
場
）●
天
草

市
民
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
。

入
場
料　

Ｓ
席
４
、０
０
０
円
、

Ａ
席
３
、０
０
０
円
、Ｂ
席
２
、

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）。

※
大
江
裕
さ
ん
も
ゲ
ス
ト
出
演

し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

天
草
市
民

セ
ン
タ
ー
、
牛
深
総
合
セ
ン
タ

ー
、
山
西
楽
器
、
天
草
宝
島
国

際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
。

□問
（
一
社
）天
草
宝
島
観
光
協
会

☎
㉒
２
２
４
３

日
程　

●
５
月
１
日
㊐
〜
同
５

日
㊍
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
５
日
㊍
は
同
３
時
ま
で
）●
天

草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル

ト
・
１
階
ス
ペ
ー
ス
。

内
容　

手
作
り
の
人
形
や
飾
り

物
作
品
・
五
月
人
形
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。※
入
場
無
料
。

〔
こ
い
の
ぼ
り
つ
る
し
作
り
体

験
〕５
月
１
日
㊐
午
前
10
時
〜
、

天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル

ト
。
定
員
10
人（
先
着
順
）、
事

前
に
電
話
で
要
予
約
。※
材
料

費
５
０
０
円
と
裁
縫
道
具
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館

ポ
ル
ト
☎
㉔
１
１
５
５

対
象　

小
学
３
年
生
〜
お
と
な
。

日
程　

●
６
月
19
日
㊐
●
天
草

教
育
会
館
（
志
柿
町
）。

申
込
方
法　

５
月
２
日
㊊
ま
で

に
、
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□Ｈhttp://am
akyokaikan.

w
eb.fc2.com

/

□申
□問
一
般
財
団
法
人
天
草
教
育

会
館
☎
㉓
２
３
５
５

日
程　

●
４
月
22
日
㊎
午
後
７

時
〜
同
９
時
（
同
６
時
30
分
〜

受
け
付
け
）●
ス
マ
イ
ル
パ
ー

ク
（
中
央
新
町
）。

内
容　

３
〜
４
人
１
組
の
グ
ル

ー
プ
で
、
料
飲
店
３
店
舗
を
回

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
抽
選
会

も
あ
り
ま
す
。

参
加
料　

１
人
３
、０
０
０
円

（
１
店
舗
で
ワ
ン
フ
ー
ド
・
ワ

ン
ド
リ
ン
ク
分
）。

申
込
方
法　

４
月
18
日
㊊
ま
で

に
、
申
込
用
紙
と
参
加
料
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
天
草
民
主
商
工
会

☎
㉓
１
５
０
３

日
程　

●
５
月
10
日
㊋
〜
６
月

３
日
㊎
の
毎
週
火
・
金
曜
日（
計

８
回
）、
午
後
８
時
〜
同
10
時

●
広
瀬
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
本
渡
町
広
瀬
）。

受
講
料　

２
、０
０
０
円
（
テ

ニ
ス
協
会
登
録
者
１
、５
０
０

円
）。※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し

ま
す
が
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
は

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
０
３
０

９
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□Ｍyosifum
i@
plum

.ocn.ne.jp

□申
□問
市
テ
ニ
ス
協
会
の
山
下
さ

ん
（
受
付
時
間
…
午
後
６
時
〜

同
９
時
）☎
㉒
０
３
０
９

日
程　

●
６
月
９
日
㊍
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
午
前
８
時
30

分
〜
受
け
付
け
）、
翌
10
日
㊎

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40

分
●
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部

３
階
・
大
会
議
室
（
本
渡
町
広

瀬
）。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）。

受
講
料　

３
、８
０
０
円
（
申

し
込
み
後
に
納
付
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
５
月
13
日
㊎
ま
で

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
方
法　

４
月
18
日
㊊
か
ら

同
25
日
㊊
ま
で
に
、
申
込
書
と

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

（
上
半
身
縦
３
㎝
×
横
2.5
㎝
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部

予
防
課
☎
㉒
３
３
０
５

　
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〔
お
弁
当
を
作
る
場
合
〕•
食
べ

る
当
日
に
作
る
•
作
る
前
や
食

べ
る
前
は
手
を
よ
く
洗
う
•
食

品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら

清
潔
な
は
し
で
詰
め
る
•
涼
し

い
場
所
で
保
管
し
早
め
に
食
べ

る
•
食
べ
残
し
は
捨
て
る
。

〔
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
場

合
〕•
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛

り
つ
け
る
•「
焼
く
と
き
の
は

し
」
と
「
食
べ
る
と
き
の
は
し
」

は
区
別
す
る
•
肉
は
中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
る
。

〔
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
を
す

る
場
合
〕
見
慣
れ
な
い
野
草
や

フ
グ
な
ど
の
調
理
は
し
な
い
。

□問
天
草
保
健
所
☎
㉓
０
１
７
２

補
助
金
の
概
要　

小
規
模
事
業

者
が
商
工
会
や
商
工
会
議
所
の

指
導
等
を
受
け
て
作
っ
た
経
営

計
画
に
沿
っ
て
、
販
路
開
拓
な

ど
に
取
り
組
む
費
用
の
３
分
の

２
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助
。

※
申
込
期
限
は
、
５
月
13
日
㊎

ま
で
。※
計
画
書
の
作
成
や
提

出
に
は
、
一
定
の
時
間
が
必
要

で
す
。
余
裕
を
持
っ
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

□問
市
商
工
会
☎
㉓
２
０
２
０
／
本

渡
商
工
会
議
所
☎
㉓
２
０
０
１
／

牛
深
商
工
会
議
所
☎
73
３
１
４
１

　
４
月
１
日
か
ら
、「
本
渡
建

築
組
合
」
は
「
天
草
建
築
組
合
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
草
建
築
組
合
と
上

天
草
市
建
築
組
合
で
は
大
工
職

人
の
後
継
者
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
日
額
賃
金
を
１
万
７
、

０
０
０
円（
改
定
前
は
１
万
６
、

０
０
０
円
）に
改
定
し
ま
し
た
。

□問
天
草
建
築
組
合
☎
㉔
０
１
４
４

　
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電

線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚

や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
万
一
、
鯉
の
ぼ

り
や
釣
り
糸
が
電
線
に
か
か
っ

た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と

せ
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
九
州
電
力
㈱
天
草
営
業
所

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
７

　
平
成
27
年
の
県
内
の
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
被
害
は
、
１
０

７
件
・
被
害
総
額
３
億
１
、９

０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
県
内
の
金
融
機
関
で
は
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
顧
客
へ
の
声
か
け
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
職
員
が

確
認
●
振
り
込
み
や
預
貯
金
小

切
手
の
利
用
呼
び
か
け
●
警
察

と
連
携
し
て
被
害
確
認
な
ど
。

□問
熊
本
県
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課
☎
０
９
６（
３
８
１
）０

１
１
０
／
九
州
財
務
局
金
融
監

督
第
一
課
☎
０
９
６
（
３
５
３
）

６
３
５
１

□申…申し込み先　※申請書などは□申に備え付けています。

※詳しいことは□問へ
　お尋ねください。

市民の
ひろば

催
　
し

募
　
集

←

←

そ
の
他

初
心
者・初
級
者
対
象

　
　
　
　
　
テ
ニ
ス
教
室

漢
字
検
定
受
検
者
募
集

天
草
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
展

端
午
の
節
句
人
形
展

原
田
悠
里
コ
ン
サ
ー
ト

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
　
新
規
講
習
会

春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

天草エアライン㈱ATRみぞか号就航キャンペーン

□申□問天草エアライン㈱予約センター☎341515（受付時間：午前９時～午後６時）

注意事項　●搭乗期間の指定はできません●当
選ハガキ１枚で、当選者とその同行者１人ま
で利用可（同行者は同一便を利用する場合に
限る）●当選者は、利用時に当選ハガキと住
所を確認できる証明書などが必要。
応募方法　４月30日㊏（必着）までに、ハガ
キ（郵便番号・住所・氏名〔ふりがな〕・年齢・
性別・電話番号・当選した場合の行き先・②
は必ず記念日を記入）を郵送してください。
※各キャンペーンごとに応募が必要（ハガキ
１枚につき１キャンペーンの応募）。
抽選結果　当選者にのみ、当選月の前月の10
日ごろにハガキで通知。

応募資格　市内在住の人。
運　賃　片道１人2,500円。
路　線　天草⇔福岡線（全便）。※１便当た
りの座席数に制限があります。

②「天草市民記念日旅行キャンペーン」
搭乗時期　６月１日㊌～ 10月31日㊊
（８月６日㊏～同21日㊐を除く）。
当選者数　毎月抽選で合計50人。

①「天草市民平日体験搭乗キャンペーン」
搭乗時期　６月１日㊌～９月30日㊎の
平日限定（８月６日㊏～同21日㊐を
除く）。
当選者数　毎月抽選で合計200人。

□郵〒863－2114市内五和町城河原１丁目2080－5　天草エアライン㈱　①「天草市民平日体験搭乗
キャンペーン」係　②「天草市民記念日旅行キャンペーン」係

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

天
草
建
築
組
合
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を

守
る「
声
掛
け
」を
実
施
中
！

第
８
回
夜
の
街・料
飲

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集
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※
部
名
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

※（　

）内
は
前
担
当
部
署
。

※
□牛
は
牛
深
支
所
、
□有
は
有
明
支
所
、

□御
は
御
所
浦
支
所
、
□倉
は
倉
岳
支

所
、
□栖
は
栖
本
支
所
、
□新
は
新
和
支

所
、
□五
は
五
和
支
所
、
□天
は
天
草
支

所
、
□河
は
河
浦
支
所
。

※

係
長
未
満
の
職
員
に
つ
い
て
は
課
ま

で
の
発
令
で
す
。

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
首
席
審
議
員
・
総
務
課

長
（
秘
書
課
長
）
松
下
浩

▼
地
域
振
興
部
長
（
財
政
課
長
）

松
元
正
治

▼
健
康
福
祉
部
長
（
健
康
福
祉
政

策
課
長
）
伊
勢
﨑
裕
樹

▼
建
設
部
長
（
総
務
部
首
席
審
議

員
・
総
務
課
長
）
五
嶋
善
彦

▼
水
道
局
首
席
審
議
員
・
水
道
局

長
（
河
浦
支
所
長
）
小
川
圭
三

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
付
審
議
員
・
天
草
広
域

連
合
派
遣
（
環
境
施
設
課
長
）
松

岡
寿

▼
防
災
危
機
管
理
課
長
（
同
課
課

長
補
佐
・
防
災
危
機
管
理
係
長
）

堤
田
幸
治

▼
管
財
課
長
（
学
校
教
育
課
長
）

岡
部
秀
喜

▼
庁
舎
建
設
推
進
室
長
（
契
約
検

査
課
課
長
補
佐
・
工
事
契
約
係
長
）

松
下
賢
次

▼
秘
書
課
長（
総
務
課
課
長
補
佐
、

人
事
研
修
・
給
与
厚
生
担
当
）
松

本
三
省

▼
財
政
課
長
（
庁
舎
建
設
推
進
室

長
）
中
村
一
弘

▼
地
域
政
策
課
長
（
観
光
振
興
課

長
）
渡
邊
英
人

▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
長
（
総
務

課
付
審
議
員
・
天
草
広
域
連
合
派

遣
）
連
尾
則
昭

▼
健
康
福
祉
政
策
課
長
（
高
齢
者

支
援
課
長
）
赤
﨑
む
つ
み

▼
子
育
て
支
援
課
審
議
員
・
島
子

保
育
所
長
（
同
課
同
保
育
所
長
）

松
本
光
子

▼
同
課
審
議
員
・
御
所
浦
北
保
育

所
長
（
同
課
同
保
育
所
長
）
松
下

美
子

▼
同
課
審
議
員
・
栖
本
保
育
所
長

（
同
課
同
保
育
所
長
）
猪
原
敬
子

▼
同
課
審
議
員
・
小
宮
地
保
育
所

長
（
同
課
同
保
育
所
長
）
坂
上
秀

子▼
同
課
審
議
員
・
手
野
保
育
所
長

（
同
課
同
保
育
所
長
）
釜
﨑
祐
子

▼
同
課
審
議
員
・
宮
野
河
内
保
育

所
長
（
同
課
同
保
育
所
長
）
松
本

眞
里

▼
高
齢
者
支
援
課
長
（
牛
深
市
民

病
院
事
務
長
）
山
上
浩
一

▼
市
民
生
活
課
長
（
地
域
政
策
課

長
）
菅
原
弘
晃

▼
環
境
施
設
課
長（
同
課
審
議
員
・

施
設
管
理
係
長
）
橋
口
松
也

▼
納
税
課
長
（
議
会
事
務
局
局
長

補
佐
・
議
事
調
査
係
長
）
有
馬
美

樹▼
水
産
振
興
課
審
議
員
・
水
産
研

究
セ
ン
タ
ー
担
当
（
農
林
整
備
課

課
長
補
佐
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
係
長
）

中
村
眞
佐
夫

▼
観
光
振
興
課
長
（
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
長
）
鳥
羽
瀨
一
文

▼
文
化
課
長（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
）
稲
田
正

一
郎

▼
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
（
秘
書

課
付
審
議
員
・
熊
本
県
市
長
会
東

京
共
同
事
務
所
派
遣
）
宮
﨑
政
勝

▼
建
築
課
長
（
同
課
審
議
員
・
建

築
係
長
）吉
田
豊
次

▼
□牛
総
務
振
興
課
長
（
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
・
教
務
1
係
長
）
笹

原
昭
彦

▼
□牛
市
民
生
活
課
長（
□牛
総
務
振

興
課
長
）
浦
田
協

▼
□牛
産
業
振
興
課
長
（
水
道
局
下

水
道
課
長
）
山
﨑
賢
一

▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
□倉

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
黒
田
陽

二▼
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
□栖

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
・

市
民
生
活
係
長
）
福
本
英
樹

▼
河
浦
支
所
長（
□河
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）
山
下
美
代

▼
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
健

康
増
進
課
審
議
員
）
出
永
太

▼
新
和
病
院
診
療
科
長
（
同
病
院

医
師
）
遠
竹
弘
久

▼
会
計
課
長
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
）
松
下
敏
明

▼
牛
深
市
民
病
院
事
務
長
（
同
病

院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局
総
務
係

長
）
川
邉
幸
季

▼
水
道
局
下
水
道
課
長
（
農
林
整

備
課
課
長
補
佐
・
農
地
整
備
係
長
）

田
中
真
二

▼
学
校
教
育
課
長
（
教
育
総
務
課

課
長
補
佐
・
総
務
企
画
係
長
）
山

本
洋
介

▼
学
校
給
食
課
審
議
員
・
管
理
係

長
（
同
課
審
議
員
・
新
和
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
井
上
聡

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
林
泰

裕▼
監
査
委
員
事
務
局
長
（
管
財
課

長
）
永
田
直

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
文
化

課
長
）
山
本
幸
伸

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
課
長
補
佐
、人
事
研
修
・

給
与
厚
生
担
当
（
政
策
企
画
課
課

長
補
佐
・
行
財
政
改
革
推
進
係
長
）

平
野
貢
司
▼
防
災
危
機
管
理
課
課

長
補
佐
・
防
災
危
機
管
理
係
長（
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
・
公
民
館
係

長
）
草
積
準
二
▼
管
財
課
課
長
補

佐
・
地
籍
管
理
係
長（
□御
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
課
長
補
佐
・
産
業
建

設
係
長
）
松
田
泰
治
▼
秘
書
課
課

長
補
佐
・
広
報
広
聴
係
長
（
同
課

広
報
広
聴
係
長
）
緒
方
勇
人
▼
政

策
企
画
課
課
長
補
佐
・
行
財
政
改

革
推
進
係
長（
課
税
課
課
長
補
佐
・

市
民
税
係
長
）
池
田
正
實
▼
男
女

共
同
参
画
課
課
長
補
佐
・
男
女
共

同
参
画
係
長
（
同
課
男
女
共
同
参

画
係
長
）
田
川
美
貴
▼
健
康
福
祉

政
策
課
課
長
補
佐
・
地
域
福
祉
係

長
（
農
林
整
備
課
課
長
補
佐
・
施

設
管
理
係
長
）
浦
本
純
一
▼
高
齢

者
支
援
課
課
長
補
佐
・
高
齢
者

福
祉
係
長
（
□五
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
課
長
補
佐
・
二
江
出
張
所
長
）

畑
島
高
祉
▼
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
・
健
康
増
進
担
当
（
健
康
福
祉

政
策
課
課
長
補
佐
・
地
域
福
祉
係

長
）
寺
下
高
志
▼
市
民
生
活
課
課

長
補
佐
・
生
活
環
境
係
長
（
文
化

課
課
長
補
佐
・
天
草
キ
リ
シ
タ
ン

館
管
理
係
長
）
園
田
俊
光
▼
課
税

課
課
長
補
佐
・
市
民
税
係
長
（
健

康
福
祉
政
策
課
課
長
補
佐
・
臨
時

福
祉
給
付
金
担
当
）
本
田
一
▼
同

課
課
長
補
佐
・
固
定
資
産
税
係
長

（
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
・
成
人

保
健
係
長
）
田
中
勝
則
▼
国
保
年

金
課
課
長
補
佐
・
国
保
給
付
係
長

（
産
業
政
策
課
課
長
補
佐
・
オ
リ

ー
ブ
振
興
係
長
）
益
田
靖
子
▼
農

林
整
備
課
主
幹
（
農
業
委
員
会
事

務
局
主
幹
）
瀧
本
由
一
▼
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
室
室
長
補
佐
・
事
業
推

進
係
長
（
同
室
事
業
推
進
係
長
）

山
川
勝
登
士
▼
□牛
市
民
生
活
課
課

長
補
佐
・
保
険
年
金
係
長
（
高
齢

者
支
援
課
課
長
補
佐
・
介
護
認
定

係
長
）
森
下
靜
枝
▼
□牛
同
課
課
長

補
佐
・
健
康
福
祉
係
長
（
福
祉
課

課
長
補
佐
・
生
活
支
援
係
長
）
堀

口
広
正
▼
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

課
長
補
佐
・
産
業
建
設
担
当
（
農

業
振
興
課
課
長
補
佐
・
農
産
係
長
）

北
野
繁
雄
▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
課
長
補
佐
・
産
業
建
設
係
長

（
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補

佐
・
産
業
建
設
係
長
）竹
部
光
生

▼
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補

佐
・
ま
ち
づ
く
り
係
長
（
□新
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
市
民
生
活
係
長
）

原
田
満
由
▼
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
課
長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長（
栖

本
病
院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局
管

理
係
長
）
鶴
田
文
男
▼
□新
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
課
長
補
佐
・
ま
ち
づ

く
り
係
長
）□新
同
課
課
長
補
佐
・

産
業
建
設
担
当
）
船
岡
正
治
▼
□新

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
・

市
民
生
活
係
長
（
国
保
年
金
課
課

長
補
佐
・
国
保
給
付
係
長
）安
田

正
則
▼
□五
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課

長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長
（
学
校

給
食
課
課
長
補
佐
・
天
草
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
松
下
耕
二
▼

□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補

佐
・
産
業
建
設
係
長（
□河
同
課
産

業
建
設
係
長
）
小
嶋
秀
典
▼
経
営

管
理
課
課
長
補
佐
・
経
営
管
理
係

長
（
河
浦
病
院
事
務
長
補
佐
・
事

務
局
管
理
係
長
）
脇
元
信
治
▼
牛

深
市
民
病
院
事
務
長
補
佐
・
事
務

局
総
務
係
長
（
□牛
市
民
生
活
課
課

長
補
佐
・
健
康
福
祉
係
長
）
浅
見

上
総
▼
本
渡
看
護
専
門
学
校
課
長

補
佐
・
庶
務
係
長
（
課
税
課
課
長

補
佐
・
固
定
資
産
税
係
長
）
関
彰

▼
同
校
主
幹
（
健
康
増
進
課
天
草

東
保
健
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
江
﨑
る

み
子
▼
水
道
局
下
水
道
課
課
長
補

佐
・
施
設
管
理
係
長
（
同
課
施
設

管
理
係
長
）
齊
藤
正
▼
教
育
総
務

課
課
長
補
佐
・
施
設
係
長
（
同
課

施
設
係
長
）
長
島
修
▼
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
・
生
涯
学
習
推
進
係

長（
□五
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長

補
佐
・
市
民
生
活
係
長
）
本
多
俊

隆
▼
学
校
給
食
課
課
長
補
佐
・
本

渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
同

課
課
長
補
佐
・
五
和
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
）
大
中
靖
▼
同
課
課

長
補
佐
・
栖
本
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
（
同
課
課
長
補
佐
・
御
所

浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
齊

藤
寛
喜
▼
同
課
課
長
補
佐
・
新
和

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
土
木

課
課
長
補
佐
・
土
木
管
理
係
長
）

林
田
洋
一
郎
▼
同
課
課
長
補
佐
・

天
草
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
同
課
課
長
補
佐
・
牛
深
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
田
邉
信
博
▼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
局
長
補

佐
・
選
挙
係
長
（
生
涯
学
習
課
課

長
補
佐
・
中
央
図
書
館
庶
務
係
長
）

池
田
範
康

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
参
事
（
政
策
企
画
課
主

任
）
松
下
由
紀
▼
同
課
主
任
（
子

育
て
支
援
課
主
査
）
森
範
佳
▼
防

災
危
機
管
理
課
参
事
（
市
民
生
活

課
参
事
）
久
保
拓
也
▼
同
課
参
事

（
同
課
主
任
）
小
林
博
▼
契
約
検

査
課
工
事
契
約
係
長
（
□倉
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
参
事
）
富
山
進
市
▼

同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
堀
口
さ

お
り
▼
同
課
主
任
（
農
林
整
備
課

主
任
）中
原
貴
▼
秘
書
課
参
事（
環

境
施
設
課
参
事
）
宮
本
諭
▼
同
課

主
任（
□牛
総
務
振
興
課
主
任
）
河

本
智
▼
政
策
企
画
課
参
事
（
産
業

政
策
課
参
事
）
多
間
田
誠
▼
同
課

参
事
（
総
務
課
参
事
）
松
﨑
香
陽

子
▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
益

市職員人事異動

市
職
員
人
事
異
動
〔
４
月
１
日
付
け
〕
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田
由
里
子
▼
財
政
課
主
任
（
課
税

課
主
任
）
松
下
晃
市
▼
情
報
政
策

課
主
任
（
同
課
主
査
）
内
田
富
隆

▼
地
域
政
策
課
参
事
（
財
政
課
参

事
）
福
田
稔
▼
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
参
事（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
参
事
）

松
下
ま
ゆ
み
▼
同
課
主
任
（
□新
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
任
）
河
原
謙

二
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
（
管

財
課
主
査
）
大
塚
真
一
▼
福
祉
課

生
活
支
援
係
長
（
同
課
参
事
）
矢

田
哲
也
▼
同
課
参
事
（
産
業
政
策

課
参
事
）泉
る
み
▼
同
課
参
事（
子

育
て
支
援
課
主
任
）
古
田
久
美
子

▼
同
課
参
事
（
□有
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
参
事
）
丸
田
克
治
▼
同
課
参

事
（
同
課
主
任
）
林
由
紀
子
▼
同

課
参
事
（
同
課
主
任
）
勝
木
晴
美

▼
同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
花
里

誠
▼
子
育
て
支
援
課
参
事
（
水
道

局
水
道
課
参
事
）
門
口
淳
▼
同
課

参
事
（
農
業
振
興
課
参
事
）
小
川

隆
基
▼
同
課
参
事
（
健
康
増
進
課

参
事
）
江
口
真
理
▼
同
課
牛
深
保

育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
（
同
課

深
海
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
）

竹
割
智
恵
里
▼
同
課
深
海
保
育
所

参
事
・
主
任
保
育
士
（
同
課
牛
深

保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
）
矢

田
千
草
▼
同
課
浦
和
保
育
所
長

（
同
課
島
子
保
育
所
参
事
・
主
任

保
育
士
）
釜
元
空
海
子
▼
同
課
島

子
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士（
同

課
御
所
浦
北
保
育
所
参
事
・
主
任

保
育
士
）
山
畑
康
恵
▼
同
課
御
所

浦
保
育
所
長
（
同
課
同
保
育
所
参

事
・
主
任
保
育
士
）
友
村
レ
イ
子

▼
同
課
御
所
浦
保
育
所
参
事
・
主

任
保
育
士（
同
課
同
保
育
所
参
事
）

川
中
洋
子
▼
同
課
同
保
育
所
参
事

（
同
課
栖
本
保
育
所
参
事
・
主
任

保
育
士
）
岡
田
富
子
▼
同
課
御
所

浦
北
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士

（
同
課
御
所
浦
保
育
所
参
事
）
平

塚
陽
子
▼
同
課
栖
本
保
育
所
参

事
・
主
任
保
育
士
（
同
課
小
宮
地

保
育
所
参
事
）
舩
本
祐
子
▼
同
課

小
宮
地
保
育
所
主
任
（
同
課
浦
和

保
育
所
主
任
）
柴
田
郁
恵
▼
同
課

宮
野
河
内
保
育
所
技
師
長
（
同
課

一
町
田
保
育
所
技
師
長
）
松
下
千

代
美
▼
高
齢
者
支
援
課
介
護
認
定

係
長
（
教
育
総
務
課
参
事
）
谷
口

哲
也
▼
同
課
地
域
支
援
係
長
（
同

課
参
事
）
塚
田
み
ど
り
▼
同
課
参

事
（
同
課
付
参
事
・
熊
本
県
派
遣
）

村
吉
章
一
▼
同
課
参
事
（
同
課
主

任
）
丸
田
紀
子
▼
同
課
参
事
（
同

課
主
任
）松
本
雅
隆
▼
同
課
主
任

（
□牛
総
務
振
興
課
主
査
）
橋
口
貴

文
▼
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係
長

（
市
民
生
活
課
参
事
）
山
下
鎮
也

▼
同
課
参
事
（
同
課
天
草
東
保
健

セ
ン
タ
ー
参
事
）
岩
本
つ
ぼ
み
▼

同
課
参
事（
高
齢
者
支
援
課
参
事
）

岡
田
ひ
と
み
▼
同
課
参
事
（
同
課

主
任
）濵
村
寛
美
▼
同
課
主
任（
同

課
主
査
）
浦
本
ゆ
か
り
▼
同
課
天

草
東
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
（
福
祉

課
参
事
）
五
嶋
和
代
▼
同
課
天
草

東
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
（
同
課
参

事
）
松
本
美
奈
子
▼
市
民
生
活
課

参
事
（
総
務
課
参
事
）
松
岡
秀
和

▼
環
境
施
設
課
施
設
管
理
係
長

（
同
課
付
参
事
・
天
草
広
域
連
合

派
遣
）原
田
健
一
▼
同
課
参
事（
同

課
主
任
）
鶴
田
裕
行
▼
同
課
付
参

事
・
天
草
広
域
連
合
派
遣
（
同
課

参
事
）中
元
浩
輝
▼
同
課
主
任（
同

課
主
査
）髙
見
篤
▼
同
課
主
任（
契

約
検
査
課
主
任
）
野
方
義
信
▼
同

課
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
参
事

（
都
市
計
画
課
参
事
）
山
崎
明
雄

▼
市
民
課
参
事
（
□新
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
参
事
）
稲
田
裕
子
▼
同

課
主
任
（
同
課
主
査
）
前
川
亜
希

子
▼
納
税
課
参
事
（
同
課
主
任
）

野
中
泰
樹
▼
同
課
参
事
（
同
課
主

任
）横
嶋
学
▼
同
課
主
任（
□牛
総
務

振
興
課
主
任
）
岸
谷
晃
▼
同
課
主

任
（
同
課
主
査
）
前
田
優
子
▼
同

課
主
任
（
同
課
主
査
）
三
嶋
幸
輝

▼
課
税
課
参
事
（
同
課
主
任
）
松

本
美
穂
子
▼
同
課
参
事
（
同
課
主

任
）
山
川
道
成
▼
同
課
主
任
（
同

課
主
査
）
石
田
健
作
▼
同
課
主
任

（
水
道
局
経
営
管
理
課
主
査
）
緒

方
隆
博
▼
国
保
年
金
課
参
事
（
同

課
主
任
）
眞
田
好
輝
▼
同
課
付
参

事
・
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
（
高
齢
者
支
援
課
高

齢
者
福
祉
係
長
）
坂
上
和
司
▼
同

課
主
任
（
同
課
主
査
）
松
下
久
美

子
▼
産
業
政
策
課
参
事
（
総
務
課

主
任
）盛
田
達
矢
▼
同
課
主
任（
水

道
局
経
営
管
理
課
主
任
）
鯖
江
加

奈
子
▼
同
課
主
任（
同
課
付
主
任
・

熊
本
県
派
遣
）
福
本
高
志
▼
農
業

振
興
課
農
村
環
境
係
長
（
同
課
参

事
）
奥
山
英
貴
▼
同
課
農
産
係
長

（
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ

く
り
係
長
）
井
上
功
▼
同
課
参
事

（
国
保
年
金
課
参
事
）
松
本
馨
▼

同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
山
﨑
剛

▼
農
林
整
備
課
施
設
管
理
係
長

（
産
業
政
策
課
参
事
）
西
﨑
正
和

▼
同
課
農
地
整
備
係
長
（
建
設
総

務
課
参
事
）
早
見
博
之
▼
同
課
イ

ノ
シ
シ
対
策
係
長
（
同
課
参
事
）

出
永
一
也
▼
同
課
参
事
（
子
育
て

支
援
課
参
事
）
佐
々
木
裕
三
▼
同

課
参
事
（
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

参
事
）田
口
秀
樹
▼
同
課
参
事（
ま

ち
づ
く
り
支
援
課
参
事
）
宮
本
篤

▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
吉
川

一
▼
観
光
振
興
課
主
任
（
子
育
て

支
援
課
主
任
）
木
村
等
▼
同
課

主
任（
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

任
）
竹
内
友
教
▼
同
課
付
主
任
・

熊
本
県
派
遣
（
秘
書
課
主
査
）
楠

本
周
平
▼
世
界
遺
産
推
進
室
主
任

（
同
室
主
査
）
舩
島
剛
▼
建
設
総

務
課
参
事
（
水
道
局
下
水
道
課
参

事
）
原
田
朋
隆
▼
同
課
参
事
（
同

課
主
任
）
渡
辺
大
輔
▼
同
課
主
任

（
同
課
付
主
査
・
熊
本
県
派
遣
）

出
永
達
也
▼
土
木
課
土
木
管
理
係

長（
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち

づ
く
り
係
長
）
益
田
茂
▼
同
課
参

事（
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）

平
野
元
弘
▼
都
市
計
画
課
参
事

（
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）

山
田
俊
介
▼
同
課
参
事
（
都
市
計

画
課
主
任
）
堤
内
敏
喜
▼
同
課
主

任
（
市
民
課
主
任
）
宮
川
美
紀
▼

建
築
課
建
築
係
長
（
同
課
主
査
）

田
上
文
彦
▼
同
課
建
築
指
導
係
長

（
同
課
主
査
）
松
田
和
典
▼
□牛
総

務
振
興
課
参
事（
□牛
建
設
課
参
事
）

尾
谷
美
幸
▼
□牛
同
課
参
事（
□牛
同

課
主
任
）
櫻
田
清
季
▼
□牛
市
民
生

活
課
参
事
（
会
計
課
参
事
）
海
付

和
子
▼
□牛
同
課
参
事（
都
市
計
画

課
参
事
）
池
田
拓
夫
▼
□牛
同
課
参

事（
□牛
同
課
主
任
）口
脇
大
悟
▼
□牛

同
課
主
任（
□牛
総
務
振
興
課
主
任
）

原
井
奈
緒
子
▼
□牛
産
業
振
興
課
主

任（
農
林
整
備
課
主
査
）岡
﨑
善
行

▼
□牛
同
課
主
任（
□牛
市
民
生
活
課

主
査
）
宇
佐
見
秀
行
▼
□牛
建
設
課

参
事（
水
道
局
経
営
管
理
課
主
任
）

井
上
優
▼
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
係
長
（
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
推
進
係
長
）
今
福
真
澄

▼
□有
同
課
参
事（
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
参
事
）
岡
田
兼
一
▼
□倉
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
産
業
建
設
係
長

（
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）

古
野
明
治
▼
□倉
同
課
参
事（
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館
参
事
）
竹
部
真
知
子
▼
□倉
同

課
参
事
（
□倉
同
課
主
任
）
金
子
博

美
▼
□倉
同
課
参
事（
□倉
同
課
主
任
）

小
林
三
剛
▼
□倉
同
課
主
任（
□倉
同

課
主
査
）廣
田
亮
一
▼
□栖
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
産
業
建
設
係
長
（
□倉

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
産
業
建
設
係

長
）船
田
光
和
▼
□栖
同
課
参
事（
□栖

同
課
主
任
）
坂
本
幸
喜
▼
□栖
同
課

主
任（
観
光
振
興
課
主
任
）黒
田
英

治
▼
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事

（
□新
同
課
主
任
）
園
田
雄
一
▼
□新

同
課
参
事（
福
祉
課
主
任
）吉
原
一

彦
▼
□新
同
課
参
事
（
□新
同
課
主

任
）木
戸
奈
津
美
▼
□五
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
参
事
（
政
策
企
画
課
参

事
）
門
口
徹
▼
□五
同
課
主
任
（
土

木
課
主
任
）
村
本
政
司
▼
□天
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
参
事
（
□河
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
参
事
）浦
本
紘
衣
▼

□天
同
課
参
事
（
市
民
課
参
事
）
松

中
吉
子
▼
□天
同
課
参
事（
福
祉
課

参
事
）
落
合
光
弥
▼
□天
同
課
参
事

（
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）

古
賀
美
由
紀
▼
□天
同
課
主
任
（
□天

同
課
主
査
）
松
尾
良
介
▼
□河
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
参
事
（
河
浦
病
院

参
事
）
木
下
延
江
▼
□河
同
課
参
事

（
世
界
遺
産
推
進
室
参
事
）中
村
大

介
▼
□河
同
課
参
事（
□河
同
課
主
任
）

坂
井
彰
司
▼
□河
同
課
参
事（
□河
同

課
主
任
）
鶴
田
美
和
▼
□河
同
課
主

任（
□河
同
課
主
査
）
本
迫
一
記
▼

栖
本
病
院
事
務
局
管
理
係
長
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係

長
）
大
塚
新
也
▼
河
浦
病
院
事
務

局
管
理
係
長
（
学
校
給
食
課
管
理

係
長
・
本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）
田
中
万
里
▼
同
病
院
参
事

（
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）

濵
﨑
幸
子
▼
同
病
院
主
任
看
護
師

（
同
病
院
看
護
師
）
宮
﨑
純
子
▼

同
病
院
主
任
看
護
師
（
同
病
院
看

護
師
）
田
嶋
綾
子
▼
同
病
院
主
任

看
護
師
（
同
病
院
看
護
師
）
松
本

妙
子
▼
御
所
浦
歯
科
診
療
所
管
理

係
長
（
高
齢
者
支
援
課
地
域
支
援

係
長
）
森
田
和
久
▼
本
渡
看
護
専

門
学
校
参
事
（
同
校
主
任
）
井
上

美
栄
▼
同
校
主
任
（
牛
深
市
民
病

院
主
任
看
護
師
）
出
永
智
子
▼
同

校
主
任
（
同
校
主
査
）
浜
崎
綾
子

▼
水
道
局
経
営
管
理
課
参
事
（
□五

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
若
田

華
恵
▼
水
道
局
水
道
課
参
事
（
□栖

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
菅
原

哲
司
▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）

緒
方
健
吾
▼
議
会
事
務
局
議
事
調

査
係
長
（
議
会
事
務
局
参
事
）
佐

尾
秀
和
▼
議
会
事
務
局
参
事
（
□牛

産
業
振
興
課
主
任
）
池
井
剛
▼
教

育
総
務
課
総
務
企
画
係
長
（
本
渡

看
護
専
門
学
校
庶
務
係
長
）
出
永

圭
史
▼
同
課
参
事
（
同
課
主
任
）

小
川
孝
子
▼
同
課
主
任（
□河
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
任
）
三
宅
史
人

▼
学
校
教
育
課
教
務
1
係
長
（
同

課
参
事
）
池
田
惠
美
子
▼
同
課
主

任
（
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
主
査
）

平
田
浩
一
▼
同
課
主
任
（
同
課
主

査
）佐
々
木
一
美
▼
同
課
有
明
中

学
校
技
師
長
（
同
課
五
和
小
学
校

技
師
長
）
赤
石
こ
ず
え
▼
同
課
河

浦
中
学
校
技
師
長
（
同
課
同
校
主

任
主
事
）
田
中
美
香
▼
生
涯
学
習

課
公
民
館
係
長（
総
務
課
付
参
事
・

宮
城
県
東
松
島
市
派
遣
）
松
下
智

幸
▼
同
課
中
央
図
書
館
庶
務
係
長

（
同
課
同
館
参
事
）
福
本
律
子
▼

同
課
同
館
参
事
（
農
林
整
備
課
参

事
）
小
川
幸
仁
▼
学
校
給
食
課
本

渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
師
長

（
同
課
牛
深
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

技
師
長
）
石
本
園
江
▼
同
課
同
セ

ン
タ
ー
技
師
長
（
同
課
五
和
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
山
本
由

美
子
▼
同
課
大
楠
小
学
校
調
理
場

技
師
長
（
同
課
浦
和
小
学
校
調
理

場
技
師
長
）
香
月
幸
枝
▼
同
課
浦

和
小
学
校
調
理
場
技
師
長
（
同
課

島
子
小
学
校
調
理
場
技
師
長
）
赤

城
初
美
▼
同
課
有
明
中
学
校
調
理

場
技
師
長
（
同
課
牛
深
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
山
下
和
美
▼

監
査
委
員
事
務
局
参
事（
□天
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
参
事
）
丸
野
昇
二

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
（
□天

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
小
松

通
利
▼
同
事
務
局
主
任
（
同
事
務

局
主
査
）
寺
澤
大
介

市職員人事異動
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【
一
般
職
】

▼
総
務
課
主
査
（
同
課
付
主
査
・

熊
本
県
派
遣
）
中
村
康
文
▼
同
課

付
主
査
・
宮
城
県
東
松
島
市
派
遣

（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
）

中
原
康
宏
▼
契
約
検
査
課
主
査

（
農
林
整
備
課
主
査
）
濵
村
誠
一

▼
地
域
政
策
課
主
査（
同
課
主
事
）

山
並
令
彦
▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

主
査
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事
）

明
瀨
堅
正
▼
同
課
主
事
（
農
業
振

興
課
主
事
）
後
藤
昌
充
▼
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
主
査
（
課
税
課
主
査
）

木
蜜
裕
樹
▼
福
祉
課
主
査
（
観
光

振
興
課
主
事
）
原
田
洸
志
▼
同
課

主
査
（
監
査
委
員
事
務
局
主
査
）

矢
取
紀
彦
▼
子
育
て
支
援
課
主
査

（
地
域
政
策
課
主
査
）
平
井
貴
博

▼
高
齢
者
支
援
課
主
査
（
福
祉
課

主
査
）
北
岡
佳
代
子
▼
健
康
増
進

課
主
査
（
同
課
主
事
）
野
﨑
美
幸

▼
同
課
主
査
（
同
課
技
師
）
古
川

淳
子
▼
市
民
生
活
課
主
査
（
農
林

整
備
課
主
査
）
尾
﨑
幸
正
▼
環
境

施
設
課
主
査
（
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
主
査
）
井
上
徳
英
▼
同
課
付
主

査
・
天
草
広
域
連
合
派
遣
（
同
課

付
主
事
・
天
草
広
域
連
合
派
遣
）

五
島
健
佑
▼
市
民
課
主
事
（
□牛
市

民
生
活
課
主
事
）
二
ノ
宮
昇
子
▼

課
税
課
主
事（
学
校
教
育
課
主
事
）

山
下
純
一
▼
国
保
年
金
課
主
査

（
同
課
付
主
査
・
熊
本
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）
赤
坂

伸
広
▼
産
業
政
策
課
主
査
（
農
業

振
興
課
付
主
査
・
熊
本
県
派
遣
）

田
中
尚
吾
▼
農
業
振
興
課
主
査

（
生
涯
学
習
課
主
査
）
大
久
保
公

彦
▼
農
林
整
備
課
主
査
（
□牛
建
設

課
主
査
）
畑
中
偉
道
▼
水
産
振
興

課
技
師
（
土
木
課
技
師
）
鶴
田
晟

樹
▼
同
課
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
主

事
（
同
課
主
事
）
井
坂
雄
兵
▼
観

光
振
興
課
主
査
（
契
約
検
査
課
主

事
）
柳
泰
士
▼
同
課
主
査
（
同
課

主
事
）
中
田
智
弥
▼
同
課
﨑
津
集

落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
主
査

（
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
）

宮
本
雅
浩
▼
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

主
査
（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

査
）
早
井
祐
美
▼
建
設
総
務
課
付

主
査
・
熊
本
県
派
遣
（
農
林
整
備

課
主
査
）
濱
崎
寿
幸
▼
土
木
課
主

査
（
同
課
主
事
）
宇
土
輝
彦
▼
同

課
技
師
（
都
市
計
画
課
技
師
）
井

立
千
聡
▼
都
市
計
画
課
主
査
（
土

木
課
主
査
）
大
久
保
崇
▼
建
築
課

主
査
（
水
産
振
興
課
技
師
）
岡
部

圭
太
▼
□牛
総
務
振
興
課
主
査
（
□栖

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
）
藤
木

達
也
▼
□牛
同
課
主
事（
ま
ち
づ
く

り
支
援
課
主
事
）
杉
本
玲
▼
□牛
建

設
課
主
査
（
環
境
施
設
課
牛
深
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
事
）尾
上
幸

治
▼
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
事

（
課
税
課
主
事
）井
手
聖
隆
▼
□御
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
（
秘
書
課

主
査
）
笠
松
勇
介
▼
□御
同
課
主
事

（
農
業
委
員
会
事
務
局
書
記
）川
中

浩
一
朗
▼
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
査
（
防
災
危
機
管
理
課
主
査
）

藤
川
優
喜
▼
□倉
同
課
主
事
（
福
祉

課
主
事
）
藏
元
慎
也
▼
□栖
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
主
事
（
学
校
教
育
課

主
事
）吉
田
槙
▼
□新
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
主
事
（
高
齢
者
支
援
課
主

事
）
牧
﨑
崇
▼
□五
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
主
事（
子
育
て
支
援
課
主
事
）

山
本
香
織
▼
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
主
事
（
市
民
課
主
事
）山
川
裕

輔
▼
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査

（
水
産
振
興
課
主
査
）河
田
公
輝
▼

□河
同
課
主
事（
環
境
施
設
課
主
事
）

柿
本
拓
也
▼
会
計
課
主
査
（
同
課

主
事
）
野
島
妙
美
▼
会
計
課
主
事

（
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
事
）

大
林
美
紀
▼
水
道
局
経
営
管
理
課

主
査（
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

査
）
松
川
晃
文
▼
学
校
教
育
課
主

査
（
高
齢
者
支
援
課
主
査
）
松
下

将
浩
▼
同
課
本
渡
南
幼
稚
園
主
査

（
同
課
本
渡
北
幼
稚
園
主
査
）
藤

掛
沙
織
▼
同
課
本
渡
南
幼
稚
園
主

査
（
同
課
同
幼
稚
園
教
諭
）
佐
々

木
美
子
▼
同
課
同
幼
稚
園
教
諭

（
同
課
本
渡
北
幼
稚
園
教
諭
）
野

嶋
美
里
▼
同
課
亀
場
幼
稚
園
主
査

（
同
課
本
渡
南
幼
稚
園
主
査
）
米

田
舞
子
▼
生
涯
学
習
課
主
事
（
国

保
年
金
課
主
事
）
宮
本
開
世
▼
学

校
給
食
課
本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
主
任
技
師
（
同
課
五
和
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
）
原
田
千

寿
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査

（
納
税
課
主
査
）
大
林
喜
光

 

 

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
学
校
教
育
課
参
事
・
指
導
主
事

＝
酒
井
成
寿
▼
管
財
課
主
事
＝
河

口
瑞
季
▼
福
祉
課
主
事
＝
森
内
未

来
▼
子
育
て
支
援
課
主
事
＝
吉
川

美
緒
里
▼
高
齢
者
支
援
課
主
事
＝

井
上
拓
海
▼
健
康
増
進
課
技
師
＝

中
村
麻
衣
▼
環
境
施
設
課
主
事
＝

佐
々
木
健
太
▼
市
民
課
主
事
＝
飽

田
千
聡
▼
課
税
課
主
事
＝
中
原
優

▼
国
保
年
金
課
主
事
＝
松
村
恭
平

▼
農
業
振
興
課
主
事
＝
濱
洲
大
輔

▼
水
産
振
興
課
主
事
＝
深
川
南
帆

▼
同
課
主
事
＝
糸
田
拓
馬
▼
観
光

振
興
課
主
事
＝
佐
藤
勇
士
▼
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館
学
芸
員
＝
黒
須
弘
美
▼
土
木

課
技
師
＝
片
山
将
矢
▼
牛
深
市
民

病
院
医
師
＝
多
々
良
一
彰
▼
同
病

院
管
理
栄
養
士
＝
野
嶋
義
文
▼
栖

本
病
院
看
護
師
＝
松
岡
美
緒
▼
同

病
院
看
護
師
＝
大
野
恵
子
▼
新
和

病
院
医
師
＝
佐
藤
智
英
▼
河
浦
病

院
医
師
＝
村
本
啓
▼
同
病
院
看
護

師
＝
梅
川
智
香
子
▼
同
病
院
看
護

師
＝
宇
土
悠
▼
水
道
局
経
営
管
理

課
主
事
＝
川
上
真
幸
▼
水
道
局
水

道
課
主
事
＝
田
代
翔
▼
水
道
局
下

水
道
課
主
事
＝
畑
中
晃
太
朗
▼
学

校
教
育
課
主
事
＝
山
田
未
乃
里 

  

 

【
再
任
用
】

▼
健
康
福
祉
政
策
課
主
査
＝
平
嶋

弘
一
▼
同
課
主
査
＝
濵
又
洋
▼
子

育
て
支
援
課
島
子
保
育
所
主
査
＝

鶴
田
英
子
▼
同
課
御
所
浦
北
保
育

所
主
査
＝
杉
本
美
喜
子
▼
健
康
増

進
課
主
査
＝
渡
邊
尚
枝
▼
環
境
施

設
課
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主

任
技
師
＝
濱
﨑
邦
康
▼
文
化
課
天

草
キ
リ
シ
タ
ン
館
主
査
＝
明
瀬
純

一
▼
同
課
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館
主
査

＝
小
﨑
弘
幸
▼
同
課
天
草
ロ
ザ
リ

オ
館
主
査
＝
木
本
司
▼
同
課
天
草

文
化
交
流
館
主
査
＝
有
馬
和
也
▼

世
界
遺
産
推
進
室
主
査
＝
川
﨑
昌

光
▼
都
市
計
画
課
主
任
技
師
＝
泉

廣
喜
▼
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

査
＝
谷
晴
夫
▼
栖
本
病
院
看
護
師

＝
山
河
浩
子
▼
河
浦
病
院
看
護
師

＝
濵
﨑
京
子
▼
生
涯
学
習
課
中
央

図
書
館
主
査
＝
髙
森
敦
子
▼
学
校

給
食
課
牛
深
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
査
＝
岩
佐
公
子
▼
同
課
御
所
浦

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
＝
森
慈

英
▼
同
課
新
和
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
主
任
技
師
＝
永
野
智
子
▼
同
課

五
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
＝

富
田
敏
朗
▼
同
課
天
草
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝
松
川
れ
い

子
▼
同
課
島
子
小
学
校
調
理
場
主

任
技
師
＝
赤
城
よ
し
子

【
３
月
31
日
付
け
退
職
者
】

▼
地
域
振
興
部
長
＝
川
﨑
昌
光
▼

健
康
福
祉
部
長
＝
濱
仙
明
▼
建
設

部
長
＝
田
中
剛
史
▼
水
道
局
首
席

審
議
員
・
水
道
局
長
＝
平
嶋
弘
一

▼
防
災
危
機
管
理
課
長
＝
鬼
塚
清

武
▼
市
民
生
活
課
長
＝
小
﨑
弘
幸

▼
納
税
課
長
＝
明
瀬
純
一
▼
農
業

振
興
課
審
議
員
・
農
産
担
当
＝
宮

本
政
直
▼
水
産
振
興
課
審
議
員
・

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
担
当
＝
杉
原

範
春
▼
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
＝

山
越
利
幸
▼
建
築
課
長
＝
久
田
琢

磨
▼
□牛
市
民
生
活
課
長
＝
古
川
英

治
▼
□牛
産
業
振
興
課
長
＝
冷
水
清

▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝
森

慈
英
▼
会
計
課
長
＝
有
馬
和
也
▼

新
和
病
院
副
院
長
＝
山
下
耕
一
▼

生
涯
学
習
課
審
議
員
・
中
央
図
書

館
担
当
＝
髙
森
敦
子
▼
監
査
委
員

事
務
局
長
＝
濵
又
洋
▼
管
財
課
課

長
補
佐
・
地
籍
管
理
係
長
＝
谷
晴

夫
▼
健
康
増
進
課
主
幹
＝
渡
邊
尚

枝
▼
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
・
生

活
環
境
係
長
＝
金
子
保
彦
▼
文
化

課
課
長
補
佐
・
天
草
ロ
ザ
リ
オ
館

担
当
＝
木
本
司
▼
□牛
市
民
生
活
課

課
長
補
佐
・
環
境
担
当
＝
坂
田
利

勝
▼
□牛
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
・

保
険
年
金
係
長
＝
濵
中
大
海
▼
□有

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補
佐
・

産
業
建
設
担
当
＝
坂
上
一
▼
□五
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
幹
＝
富
田
敏

朗
▼
学
校
給
食
課
課
長
補
佐
・
栖

本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
中

田
保
男
▼
子
育
て
支
援
課
浦
和
保

育
所
長
＝
鶴
田
英
子
▼
同
課
御
所

浦
保
育
所
長
＝
杉
本
美
喜
子
▼
同

課
御
所
浦
北
保
育
所
参
事
＝
浦
本

房
実
▼
同
課
宮
野
河
内
保
育
所
技

師
長
＝
平
野
由
美
子
▼
環
境
施
設

課
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
師

長
＝
濱
﨑
邦
康
▼
水
産
振
興
課
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
福
部
智

一
▼
都
市
計
画
課
技
師
長
＝
泉
廣

喜
▼
□牛
市
民
生
活
課
参
事
＝
岩
佐

公
子
▼
□牛
産
業
振
興
課
参
事
＝
進

藤
俊
介
▼
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

参
事
＝
中
上
留
里
子
▼
牛
深
市
民

病
院
主
任
看
護
師
＝
濵
﨑
京
子
▼

栖
本
病
院
主
任
看
護
師
＝
山
河
浩

子
▼
御
所
浦
歯
科
診
療
所
参
事
＝

田
中
之
子
▼
学
校
給
食
課
新
和
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
師
長
＝
永
野

智
子
▼
同
課
天
草
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
技
師
長
＝
松
川
れ
い
子
▼
同

課
大
楠
小
学
校
調
理
場
技
師
長
＝

赤
城
よ
し
子
▼
建
築
課
主
査
＝

佐
々
木
雅
裕
▼
牛
深
市
民
病
院
医

師
＝
坂
本
慶
太
▼
同
病
院
医
師
＝

屋
宮
清
仁
▼
河
浦
病
院
医
師
＝
國

友
耕
太
郎
▼
学
校
教
育
課
亀
場
幼

稚
園
教
諭
＝
赤
星
千
尋
▼
子
育
て

支
援
課
佐
伊
津
保
育
所
主
査
＝
堀

田
桂
子
▼
同
課
浦
和
保
育
所
主
査

＝
喜
多
初
枝
▼
同
課
浦
和
保
育
所

主
任
技
師
＝
永
濱
静
子
▼
同
課
島

子
保
育
所
主
査
＝
井
上
絹
子
▼
同

課
一
町
田
保
育
所
主
任
技
師
＝
西

島
由
紀
美
▼
同
課
新
合
保
育
所
主

査
＝
倉
田
清
美
▼
健
康
増
進
課
主

査
＝
中
野
由
美
子
▼
文
化
課
天
草

コ
レ
ジ
ヨ
館
主
査
＝
田
口
精
司
▼

同
課
天
草
文
化
交
流
館
主
査
＝
岩

﨑
幸
弘
▼
牛
深
市
民
病
院
主
査
＝

新
田
郁
子
▼
河
浦
病
院
准
看
護
師

＝
山
本
淳
子
▼
同
病
院
主
査
＝
池

田
幸
信
▼
水
道
局
水
道
課
主
査
＝

青
木
義
則
▼
学
校
給
食
課
本
渡
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝
永

田
孝
枝
▼
同
課
牛
深
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
任
技
師
＝
大
西
一
政
▼

同
課
天
草
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

任
技
師
＝
坂
井
マ
リ
コ
▼
同
課
河

浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師

＝
増
田
八
千
子

市職員人事異動
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天草の潮汐
ちょう　せき

大…大潮  中…中潮  小…小潮  長…長潮  若…若潮

４月

休日在宅病・医院

〔４月17日〕
木山・中村クリニック　 （小松原町）
天草中央総合病院　 （東町）
中村こども・内科クリニック　 （五和町）
野田医院　　　 （河浦町）
天草慈恵病院 　（天草郡苓北町）
中村医院　 （上天草市大矢野町上）
やまうち医院　　　 （上天草市松島町）
蓑田歯科（太田町）
≪小児科≫中村こども・内科クリニック（五和町）
〔４月24日〕
天草中央総合病院　 （東町）
酒井外科・内科医院　 （港町）
永芳医院　　 （栄町）
福本病院　　 （牛深町）
苓北医師会病院 　（天草郡苓北町）
苓北クリニック　 　（天草郡苓北町）
中村医院　 （上天草市大矢野町登立）
姫戸医院　 （上天草市姫戸町）
広瀬みのだ歯科（八幡町）
≪小児科≫永芳医院（栄町）
〔４月29日〕
荘田医院　 （南町）
本原内科小児科医院　 （栖本町）
小松医院　 （久玉町）
天草慈恵病院　　　　　　 　（天草郡苓北町）
天草皮ふ科・内科　 （上天草市大矢野町）
森口歯科（天草町）
≪小児科≫本原内科小児科医院（栖本町）

☎㉓4412
☎㉒0011
☎330144
☎760067
☎371111

☎0964560003
☎560899
☎㉔1010
☎330144

☎㉒0011
☎㉒4133
☎㉓1166
☎733131
☎351133
☎351119

☎0964560006
☎583583
☎㉔2060
☎㉓1166

☎㉒2497
☎662010
☎726111
☎371111

☎0964590808
☎420821
☎662010

▶持参品＝献血カード（献血手帳）または身分証明書。

□問天草中央保健福祉センター☎㉔3737

期　日

５/17㊋

時　  間
9：00～11：30
12：45～16：00

場　　所

市役所本庁

400㎖献血にご協力ください

※診療時間は午前９時から午後５時まで（ただし、歯科は午前10
時から午後４時まで）。当番医は変更になる場合がありますの
で、受診するときは電話で各病・医院へご確認ください。なお、
最新の情報は☎㉓1400でもお知らせしています（歯科を除く）。

○外

○外

○内

○内

○内

○内

○内

○内
○内

○内

○内

○皮

○内

○内

○内○泌
○内○眼

○内○呼
満 潮　　 干 潮 満 潮　　 干 潮
本渡港 牛深港日 潮

※この潮汐表は、㈱交通タイムズ社の許可を得て転載しています。なお、同表を
　複製または他の出版物などに転載することは法律で禁じられています。

小

長

若

中

中

大

大

大

大

中

中

中

小

小

小

16日㊏

17日㊐

18日㊊

19日㊋

20日㊌

21日㊍

22日㊎

23日㊏

24日㊐

25日㊊

26日㊋

27日㊌

28日㊍

29日㊎

30日㊏

5：06
16：57
6：07
18：10
6：46
18：57
7：19
19：37
7：51
20：15
8：23
20：52
8：54
21：27
9：24
21：59
9：52
22：29
10：18
22：57
10：43
23：26
11：10
23：59
11：42
───　

0：44
12：30
1：51
13：48

11：13
23：20
───　

12：15
0：21
12：56
1：05
13：32
1：44
14：07
2：21
14：41
2：57
15：13
3：31
15：43
4：02
16：12
4：32
16：39
5：01
17：07
5：31
17：38
6：06
18：18
6：54
19：13
8：06
20：31

4：31
16：23
5：24
17：27
6：01
18：13
6：31
18：51
6：58
19：25
7：25
19：57
7：51
20：29
8：18
21：00
8：44
21：32
9：12
22：05
9：40
22：40
10：12
23：22
10：49
───　

0：16
11：39
1：31
12：59

10：46
22：38
11：38
23：35
───　

12：15
0：18
12：47
0：55
13：16
1：29
13：44
2：01
14：12
2：32
14：40
3：02
15：09
3：33
15：39
4：05
16：12
4：39
16：48
5：20
17：31
6：13
18：27
7：33
19：46

「市政だより天草」は再生紙を使用しています。

【編集・発行】　熊本県天草市役所　総務部秘書課広報広聴係　〒863-8631 天草市東浜町8番1号
TEL 0969-23-1111　FAX 0969-22-7016　 URL http://www.city.amakusa.kumamoto.jp/

水道修繕当番店
㈱熊電施設天草支店
　　 ☎㉒4171

冨永電機商会
  ☎732861

砂原電機商会
　  ☎531213

友村商店
　  ☎672016

山並鉄工所
☎642008

㈲猪原電気
　　 ☎662062

㈲新和電器
☎463507

中野電器
  ☎340465

大野電設
  ☎420306

石田電気店
☎760466
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渡

牛 

深

有 

明
御
所
浦

倉 

岳

栖 

本

新 

和

五 
和

天 

草

河 

浦

　E-mail hisyoka@city.amakusa.lg.jp

４月

○内○小○神

○内○小○ア

リハ  ○内 ○泌○耳○小○整

27 関東ふるさと新和会総会 関東ふるさと新和会事務局

靏田家

３月分市交際費の支出状況

□問本庁・秘書課

支出先支出件名 金額（円）支出日区分

合　計 20,000円 累　計 450,318円

10,000会費

30 天草市民生委員・児童
委員死去に伴う香料 10,000弔事

※累計は、平成27年４月からの合計です。
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